
体長６cmを超える大型の直翅目。
暖地性の種で、県内では海岸沿い
に北上し、村上周辺が北限産地と
される。内陸の産地は今のところ
信濃川周辺に限られ、長岡は貴重
な産地として知られる。
夏から秋に成虫は見られ、ヨシ

原に生息するが、個体数は極めて
少なく、新潟県版レッドデータブ
ックに取り上げられた。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

市内の神社にある灯ろうや狛犬など
の奉納物の多くは明治以降に造られた
ものです。奉納者も村、講中、若者組、
個人などさまざまです。
この手水鉢のように奉納者として女

性の名前があるものは希少です。

▲手水鉢（大手通１・城内稲荷
神社）
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明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）か

ら
始
ま
っ
た
本
格
的
な
東
山
油
田

の
掘
削
で
、
長
岡
に
は
次
々
と
石

油
に
関
連
し
た
産
業
が
起
こ
り
ま

し
た
。
中
島
に
は
製
油
所
が
建
ち

並
び
、
神
田
通
り
を
中
心
に
石
油

株
の
取
引
が
行
わ
れ
、
大
変
な
に

ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
市
街
地
に
は
か
つ
て
の

石
油
産
業
の
に
ぎ
わ
い
を
伝
え
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
厚
生
会
館
脇
の
城
内
稲

荷
神
社
に
石
油
株
券
の
仲
買
人
た

ち
が
奉
納
し
た
手
水
鉢
が
あ
り
ま

す
（
手
水
と
は
参
拝
の
前
に
手
・

顔
を
洗
い
清
め
る
こ
と
）。

手
水
鉢
献
納
の
発
起
人
は
堀
田

タ
ミ
と
渡
辺
キ
イ
で
、
こ
の
ほ
か

に
株
式
周
旋
人
と
し
て
十
三
人
の

女
性
と
二
人
の
男
性
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
仲
買
人（
女
株
券
師
）が

活
躍
し
た
こ
と
は
、
他
の
都
市
に

み
ら
れ
な
い
長
岡
だ
け
の
現
象
で

し
た
。
最
初
は
男
性
の
仲
買
人
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
安

い
手
数
料
と
手
軽
さ
、
信
用
で
き

る
こ
と
な
ど
か
ら
次
第
に
人
数
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
盛
期
に

は
百
人
を
超
え
る
女
性
の
仲
買
人

が
株
売
買
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。

女
性
の
仲
買
人
の
活
躍
は
、
石

油
事
業
へ
の
資
金
調
達
に
大
き
な

効
果
を
上
げ
、
長
岡
の
経
済
に
大

き
な
活
力
を
与
え
ま
し
た
。

手
水
鉢
に
刻
ま
れ
た
名
前
か
ら

は
、
当
時
の
女
性
た
ち
の
仕
事
に

対
す
る
誇
り
と
成
功
の
歴
史
が
読

み
取
れ
ま
す
。
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シリーズ� 防　災�防　災�防　災�７�

今月は、地震が発生した時に
あわてないためのポイントを、
紹介します。家族みんなで、も
う一度確認してみてください。

地震発生、最初の３秒。大切
なことは…

①「とにかく落ち着こう」
②「テーブルなどの下に入り自
分の身を守ろう」

③「使っている火は消そう」

最初の揺れがおさまるまで３
分。次に行うことは…

①「家族は大丈夫か確認しよう」
②「出口を確かめ、もう一度火
の元を確認しよう」

③「ラジオで、現状を知ろう」

地震発生から３時間。家族の
安全を確認したら…

①「余震に注意して避難準備を
し、必要なら速やかに避難し
よう（事前に家族会議で避難
場所や、連絡方法を確認して
おこう）」

②「避難する時は、ブロック塀
やガレキ（または漏電やガス
漏れの恐れのある所）には近

づかないようにしよう」
③「隣り近所で助け合おう（自
主防災会も活動を開始）」

復旧体制が整うまでの３日間。
自分の身は自分で守る必要あ
り。そこで…

①「３日分の水(１日３リット
ル×人数）と食料は家庭内備
蓄でまかなおう（普段から備
蓄をしておこう）」

②「災害情報・広報を入手し、
あわてず、ゆずりあいの心を
持って行動しよう」

③「親せき・知人に安否を連絡
しよう（事前に家族会議で、
連絡先を決めておこう）」

担当=防災課139･2206

市内30カ
所の地区防災
センターには
看板が出てい
ます。あなた
は自分の避難
する場所を知
っていますか。

～地震対策　ポイントは、３秒･３分･３時間･３日～

▲



「ながおか市民センター」がオープンして
１カ月。センターには１日平均６００人が訪
れ、館内は市民会議室を利用する人やパソコ
ンでインターネットを楽しむ人、各種証明書
の発行を受ける人、待ち合わせに利用する人、
ちびっこ広場で遊ぶ親子など、さまざまな年
代の人たちでにぎわっています。
みなさんも、生活に役立つ情報や機能がい

っぱいの市民センターに気軽に立ち寄ってみ
ませんか。

3 2

市民センターに設置されたまちの情報コー
ナーで、市民や来訪者にまちのさまざまな情
報を提供するのが「まちの案内人」です。
今月は案内人の一人、太刀川喜三さんにお
話を伺いました。

◆　　　　　　　　◆
まちの情報コーナーは、全国で展開されて
いる「まちの駅」の一つとして、地域のさま

ざまな情報を提供し、人
と人との交流を支援する
役割を持っています。
私たちの仕事は、長岡
の観光や歴史、文化、特
産に関することなどをご
案内するとともに、訪れ
る人に長岡の良さを再認

識してもらうこ
とだと思ってい
ます。そこで、
市民ロビーに、
自分で撮りため
た長岡の風景や
自然、歴史史跡
などの写真を置
いて、みなさん
に見ていただい
たり、案内に使ったりしています。
また、私たちは市民センターを訪れた方に、
できるだけ声をかけるようにしています。い
ろいろな方とコミュニケーションをすること
で交流の輪、心の輪が少しずつ広がっていく
のではないかと思いますし、いただいた情報
をまた次のお客さんに生かすことができるか
らです。
ぜひ、みなさんから気軽にまちの情報コー
ナーに立ち寄っていただきたいですね。

長岡のまちの良さや
ぬくもりをみなさんに
伝えたい

⑤

▲来訪者に応対する
太刀川さん

観光課、長岡観光・コンベンション協会、園芸相談コーナーもご利用ください。各施設の業務時間はお問い合わせ
ください。

37の団体が登録
し、講座や学習会
などの活動をして
います。
気軽にのぞいて
みてください。

「いつでも閲覧できる
ように」との利用者の声
を受けて、求人情報の掲
示板を事務室の外に設置
しました

▲子どもたちは広いフロアで元気いっぱいに遊んでいます

「下の子がまだ小さいので、室内で遊べる場所としてとても便利
です。今までは、雨の日や冬にも遊べるところがあまりなかったの
で、この広場ができて本当にありがたいですね。いつでも行けるし、
ここでは初対面の人でも子ども同士で遊んだり、お母さん同士で交
流したりできるのがいいですね」（長谷川淳子さん）

「今日、初めてちびっこ広場に来てみました。フロアは子どもが
飛び跳ねて遊べるほど広くてきれいですし、子どもも遊具で喜んで
遊んでいます。ぜひ、友達にもこの広場のことを教えて、今度一緒
に来たいと思います」（矢澤修美さん）

長谷川啓太くん、海斗くんと
お母さんの淳子さん（緑町１）

矢澤泰征くんと
お母さんの修美さん（川崎町）

▲会議室は各種の講座にも利用できます

ショーウインドーも
すてきでしょ

▲

▲

▲

▲市民ロビーとまちの情報コー
ナー

役
立
つ
情
報
や
機
能
が
い
っ
ぱ
い

イベントのチラシの設置やポスターの掲示が
でき、パソコンでインターネットも楽しめます。
待ち合わせや休憩の場にも最適です。11月12日
から、市立図書館の図書返却コーナーを設置し
ます。
センターの入口には中心商店街の割引券など
が当たる空き缶・ペットボトル回収機もあります。
1３９・２７６１

まちの情報コーナー（まちの駅、１階）
人と情報が集まる場所

外国人のみなさんとの交流イベントや国際
交流団体の活動紹介などを行っています。留
学に関する情報提供やアドバイスもします。
1３９・２７１４

国際交流センター 地球広場（１階）
国際交流のことならココ

公益的で非営利の活動を行う市民団体やグループが登
録して利用します。市民会議室や印刷室の利用は無料で
す（印刷用紙は持参）。 情報資料コーナーには、登録団
体やグループのチラシや機関紙を置けます。
1３９・２７３６

市民活動センター（２階）
市民活動を応援します

長岡パートバンクと高年齢者職業相談室の業務時間外
も、掲示板の求人情報を閲覧できます。
長岡パートバンク1３４・８０１０、高年齢者職業相談室1
３２・２８９０
生活相談・困りごと相談は市民相談室1３４・７６２２、
消費生活に関する相談は消費生活センター1３２・００２２
へどうぞ。

長岡パートバンク・高年齢者職業相談室・
市民相談室・消費生活センター（３階）

気軽にご相談ください

各種の遊具や滑り台、絵本コーナーなどが
あり親子で一緒に遊べます。毎日50組ほどの
親子が利用し、雨の日はとくににぎわいます。
保育所やおやこサークルの紹介など、子育
ての情報提供やイベント、相談も行います。

1３９・２７６３

ちびっこ広場（４階）
雨の日や冬でも楽しく遊べます

ギャラリーの利用申し込みも受け付けています（20ペ
ージをご覧ください）。

市民ギャラリー（１階）
作品鑑賞でほっと一息

働く女性や子育て中のお母さんを応援する各種講座や
健康相談を実施しています。男女共同参画に関する書籍
もたくさんありますのでご利用ください。
1３９・２７４６

男女平等推進センター ウィルながおか（２階）
男女共同参画社会に向けた活動の拠点

次の業務を行っています。 1３６・７８２２

市民サービスセンター（１階）
土・日・祝日もどうぞ

気軽に見られるから
いいよね！

みなさん
お待ちして
います

身体障害者デイ
サービス事業の絵
画教室作品展で

▲

親子で
楽しめ
ますよ！

ちびっこ
広場は

市民センターへ行こう！



こ
の
日
の
講
座
は
、
大
島
小
学

校
の
四
年
生
八
十
四
人
が
受
講
生

で
す
。
一
学
期
か
ら
総
合
学
習
で

取
り
組
ん
で
き
た
環
境
を
守
る
活

動
の
発
表
会
で
、
ご
み
の
話
を
詳

し
く
聞
こ
う
と
、
市
政
出
前
講
座

の
「
ご
み
の
現
状
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
」
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

講
師
は
、
環
境
業
務
課
減
量
推

進
係
の
芳
賀
係
長
で
す
。

ご
み
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

最
初
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ク
リ

ー
ン
作
戦
と
し
て
取
り
組
ん
だ
、

ご
み
拾
い
や
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご

み
の
種
類
や
数
の
調
査
、
ポ
ス
タ

ー
や
ち
ら
し
づ
く
り
と
い
っ
た
活

動
を
発
表
。
そ
の
後
、
い
よ
い
よ

市
が
四
月
か
ら
始
め
た
市
政
出
前
講
座
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
利
用
は
好
調
で
、
十
月
一
日
ま
で
に
七
十
三
回
の
講
座
を
開

催
し
、
の
べ
二
千
百
五
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
月
は
、
そ
の
中
か
ら
十
月
四
日
に
大
島
小
学
校
で
行
わ
れ

た
市
政
出
前
講
座
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

出
前
講
座
の
始
ま
り
で
す
。

「
今
、
長
岡
市
で
は
、
毎
日
た

く
さ
ん
の
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
こ
の
ご
み
を
減
ら

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん

だ
け
ど
、
な
ぜ
だ
か
わ
か
る
？
」

芳
賀
係
長
の
問
い
か
け
に
、
子
ど

も
た
ち
は
首
を
ひ
ね
っ
て
考
え
て

い
ま
す
。
一
人
の
子
が
「
地
球
の

空
気
や
水
が
汚
れ
る
か
ら
」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
そ
う
ね
。
ご
み
を
燃
や
す
と

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
い
う
有
毒
な
物

質
が
出
た
り
、
地
球
温
暖
化
と
い

っ
て
地
球
の
気
温
が
上
が
っ
た
り

し
て
、
人
間
の
体
や
自
然
環
境
に

悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
ん

だ
よ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ご

み
処
理
場
が
満
杯
に
な
っ
た
り
、

ご
み
を
処
理
す
る
お
金
が
た
く
さ

ん
か
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
よ
。
だ

か
ら
、
み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
」

「
そ
う
か
！
」
と
み
ん
な
う
な

ず
い
て
い
ま
す
。

自
分
の
出
す
ご
み
の
量
を

知
っ
て
み
ん
な
び
っ
く
り
！

芳
賀
係
長
は
「
長
岡
の
市
民
は
、

一
人
で
一
日
に
こ
の
く
ら
い
の
量

の
ご
み
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
」

と
バ
ナ
ナ
を
一
房
取
り
出
し
ま
し

た
。
代
わ
る
代
わ
る
バ
ナ
ナ
を
持

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
「
え
っ
！

ぼ
く
た
ち
こ
ん
な
に
ご
み
を
出
し

て
い
る
の
」
と
び
っ
く
り
。

ご
み
は
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
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▲「これはペットボトルを再生してつくった袋です」という説明に驚く子どもたち

～最近お届けした出前講座～

～メニューにない講座も、ご要望に応じてお届けします～

☆☆市政出前講座　人気メニューベスト５☆☆

第１位　ニュースポーツを楽しもう（生涯学習・体育課）
第２位　ごみの現状とリサイクルの推進（環境業務課）
第３位　生活習慣病予防講座（健康課）
第４位　寝たきり予防講座（介護保険課）
第５位　悪質商法にだまされないで！（消費生活センター）

市政出前講座のメニューは全部で５３講座。詳しくは、
市役所１階市民情報ラウンジ、ながおか市民センター、
中央公民館、各地区公民館、各図書館、各体育館などに
ある「市政出前講座のご案内」をご覧ください。長岡市
のホームページにも掲載しています。メニューにない講
座についても、気軽にご相談ください。

「講師が地域に出かけてきてく
れるのが、とくにお年寄りにと
ってはありがたいですね。市の
職員からじかに話を聞けると、
市政がとても身近に感じられま
す」（王番田町の諏訪田泰雄さ
ん・10月20日、王寺川公民館）

後
に
「
み
ん
な
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
、
目
と
耳
を
ご
み
や
環
境
の
こ

と
に
向
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
お
願
い
を
し
て
講
座
は
終
了
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
で
ご
み
を
減
ら
せ
る
の
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
の
こ
と
を
調
べ
て
ご
み
を

減
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
（
二

組
・
諏
訪
部
恵
さ
ん
）
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
後
、
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
出
す
ご
み
を
減

ら
す
「
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
作
戦
」

を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
廃
油

を
利
用
し
た
せ
っ
け
ん
づ
く
り
や

生
ご
み
の
た
い
肥
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
出
前
講
座
が
、
子
ど
も
た

ち
の
ご
み
へ
の
関
心
を
一
層
深
め
、

視
野
を
広
げ
る
の
に
役
立
っ
た
よ

う
で
す
。

と
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、

二
つ
目
は

ま
だ
使
え
る
も
の
を
も
う
一
度
使

う
こ
と
（
リ
ユ
ー
ス
）、
最
後
は

み
ん
な
も
知
っ
て
い
る
リ
サ
イ
ク

ル
、
つ
ま
り
再
生
利
用
す
る
こ
と

で
す
」
と
い
う
話
に
、
子
ど
も
た

ち
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

「
物
を
大
事
に
最
後
ま
で
使
う
」

「
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
使
え
る

か
考
え
る
」
「
給
食
を
残
さ
な
い
」

な
ど
と
、
み
ん
な
元
気
な
声
で
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

芳
賀
係
長
も
具
体
例
を
あ
げ
て

ご
み
の
減
ら
し
方
を
説
明
し
、
最

も
ご
み
を
出
し
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
よ
う

で
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
よ
う

「
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

“リ
”
が
つ
く
３
つ
の
こ
と
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
で
す
。
一

つ
目
は
ご
み
を
発
生
さ
せ
な
い
こ

ご
注
文
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

好
評
で
す

市
政
出
前
講
座

！

ぼくたち一人ひと
りが、ごみを減ら
さなければならな
いんだね！

長岡の市民は、1人当たり1日に1,229ｇ、だいたい
バナナ7本分のごみを出しているんだよ。

▲子どもたちが廃油を使って作っ
たせっけん

市町村合併を考える

「わかりやすい話とだれにでも
できる簡単な体操を取り入れた、
とてもいい講座でした。教わっ
た体操をさっそく家でもやりた
いと思います」（干場２の常吉
綾子さん・10月17日、川崎地区
福祉センター）

骨粗しょう症予防講座

「今日は子どもの応急手当につ
いての講習をお願いしました。
このような話をしてほしいとい
う要望にもこたえてもらえるし、
生活に役立つ話が聞けるのが魅
力ですね」（青葉台３の品川トヨ
子さん・10月15日、市民生協に
いがた中越センター）

応急手当一般講習

市政出前講座（無料）のご注文は、
生涯学習・体育課1３２・５１１０へどうぞ。

一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に

２
３
０
０
人
が
参
加

十
月
十
日
、
市
は
県
内
で
初
め

て
市
役
所
と
企
業
が
一
体
と
な
っ

て
、
交
通
渋
滞
を
緩
和
し
排
出
ガ

ス
を
削
減
す
る
た
め
自
動
車
で
の

通
勤
を
自
粛
す
る
「
一
斉
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
、

当
日
は
市
職
員
の
ほ
か
、
市
立
小

・
中
学
校
の
教
職
員
と
市
内
の
企

業
十
八
社
か
ら
、
合
計
で
二
千
三

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
交
通
量
の
変
化
を
見

る
た
め
、
長
岡
大
橋
と
大
手
大
橋
、

長
生
橋
で
通
勤
時
間
帯
の
自
動
車

の
走
行
台
数
を
計
測
。
当
日
と
同

じ
雨
の
日
と
の
比
較
で
は
、
午
前

七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
に

合
計
で
三
百
五
十
四
台
（
二
・
九

％
）
減
少
し
ま
し
た
。

市
の
職
員
は
現
在
、
月
一
回
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
で
き
る
日

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▲朝の通勤時間帯に渋滞す
る長生橋（10月18日・東詰）



●
ご
指
摘
の
発
想
は
ご
く
自
然
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

職
員
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
経

済
成
長
の
鈍
化
や
後
退
が
予
想
さ

れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な「
右

肩
上
が
り
」
の
考
え
方
で
は
対
応

で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
主
導
の
制
度
改

正
に
先
駆
け
、
昨
年
「
長
岡
市
職

員
の
給
与
適
正
化
方
針
」
を
策
定
。

定
期
昇
給
の
一
年
間
凍
結
や
期
末

手
当
の
削
減
な
ど
の
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成

十
三
年
度
当
初
予
算
で
二
億
一
千

万
円
の
給
与
を
削
減
し
た
ほ
か
、

定
員
の
適
正
化
に
よ
っ
て
一
億
一

千
万
円
の
人
件
費
を
削
減
し
ま
し

た
。
な
お
、
三
役
や
議
員
の
報
酬

も
こ
こ
四
年
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
進
め
、
行
財
政
体
質
の
健

全
化
を
図
る
年
」
と
し
て
、
引
き

続
き
給
与
や
定
員
の
適
正
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

米
百
俵
ブ
ー
ム
を
一
時
的
な
も

の
に
し
な
い
よ
う
、
観
光
誘
致
に

結
び
付
け
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
。

（
清
水
誠
一
さ
ん
　
弓
町
２
）

●
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
観
光
面

で
は
、
長
岡
駅
大
手
口
に
観
光
案

内
看
板
を
設
置
す
る
予
定
で
す
の

で
、
そ
の
看
板
で
「
米
百
俵
」
や

「
小
林
虎
三
郎
」
に
ち
な
む
史
跡

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
長
岡
ま
つ
り

の
昼
行
事
で
「
米
百
俵
」
に
関
す

る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
観
光
ル
ー
ト
の
充

実
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
花
火
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
二
日
・
三
日
共
通
券
」
と
「
三

日
の
み
」
の
入
場
券
を
渡
さ
れ
ま

す
が
、「
二
日
・
三
日
共
通
券
」

の
み
を
発
行
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宮
腰
節
子
さ
ん
　
新
保
４
）

●
今
年
は
十
号
九
十
五
発
を
打
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
い
た
際
に
は
、
市
民
花
火

の
打
ち
上
げ
が
八
月
三
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、「
二
日
・
三
日
券
」

と
「
三
日
券
」
を
二
枚
一
組
に
し

て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
か

ら
は
二
日
、
三
日
共
通
券
の
み
を

発
行
す
る
予
定
で
す
。

市
民
花
火
は
今
年
か
ら
「
米
百

俵
花
火
」
と
名
を
変
え
、
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
思
い
を
込
め
て
打

ち
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

雨
や
雪
の
日
で
も
子
ど
も
が
遊

べ
る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

（
田
村
　
薫
さ
ん
　
花
園
東
２
）

●
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
遊

べ
る
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
声
は
、

多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し

て
お
り
、
子
育
て
中
の
方
々
に
と

っ
て
切
実
な
願
い
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

市
で
は
、
旧
丸
大
プ
ラ
イ
ス
ビ

ル
を
改
装
し
、
十
月
一
日
に
長
岡

市
民
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
中
に
、「
ち
び
っ
こ
広
場
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の
び
と
で
き
、
お
母
さ

ん
た
ち
が
交
流
で
き
る
施
設
に
し

よ
う
と
、
現
在
、
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
六
月
二
十
二
日
返
信
）

９
月
ま
で
に
３
７
９
通

い
た
だ
き
ま
し
た

掲
載
す
る
手
紙
は
、
今
年
四
月

か
ら
九
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
三

七
九
通
、
四
二
二
件
の
分
で
す
。

以
後
、
一
カ
月
単
位
で
ま
と
め
て

掲
載
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

財
政
赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

民
間
の
会
社
で
は
赤
字
が
続
い
て

い
る
場
合
は
、
役
員
や
従
業
員
の

賃
金
を
カ
ッ
ト
し
た
り
、
ボ
ー
ナ

ス
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。市

の
議
員
さ
ん
や
職
員
の
賃
金

を
変
え
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思

い
ま
す
が
。

（
星
野
さ
ん
　
　
石
内
１
）

こ
れ
ま
で
、『
市
長
へ
の
手
紙
』

の
内
容
は
市
政
だ
よ
り
の
紙
面
の

都
合
も
あ
り
、
ほ
ん
の
一
部
し
か

紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
ん
な
内
容
の
手
紙
が
寄
せ
ら

れ
、
市
長
が
ど
ん
な
返
信
を
し
て

い
る
の
か
、
十
一
月
か
ら
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
場
所
は
、w

w
w
.

city.nagaoka.niigata.jp

で
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
お
気
づ
き
の
こ
と
を
何
で
も
気
軽
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
よ
り
よ
い
明
日
の
長
岡
を
築
く
た
め
に
、
あ
な

た
の
ご
意
見
が
役
立
ち
ま
す
。

手
紙
に
は
、
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
、
返
書
に
署
名
を
し
て
お

届
け
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
思
い
と
市
長
の
思
い
を
通
わ

せ
る
の
が
、『
市
長
へ
の
手
紙
』
で
す
。

も
っ
と
大
勢
の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
長
岡
市
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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あ
な
た
の
声
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す

市
長
へ
の
手
紙
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

手紙への回答案を読む森市長
手紙と返信の内容を十分吟味
して、署名します（市長室で）

▲

10月１日にオープンした「ながおか市民センター」１階のようす

８月２日、戯曲『米百俵』の一部が上演されました（長岡まつり、大手通りで）



燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
を
週

二
回
に
し
て
ほ
し
い
。

（
長
部
佳
寿
子
さ
ん
　
大
荒
戸
町
）

●
長
岡
市
は
資
源
循
環
型
社
会
を

め
ざ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
六
月

か
ら
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別

収
集
を
、
今
年
六
月
か
ら
は
「
新

聞
、
雑
誌
・
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー
ル
」

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
を
は
じ
め

ま
し
た
。

長
岡
市
は
週
に
五
日
は
、
何
ら

か
の
ご
み
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
、
さ
ら
に
週
一
回
の
ご
み

収
集
を
加
え
る
こ
と
は
大
変
な
経

費
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
ご
み
、
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
中
で
、
ご
み
の
分
別
と

収
集
回
数
の
検
討
を
し
て
い
く
方

針
で
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

悠
久
山
公
園
へ
の
案
内
板
が
わ

か
ら
ず
迷
い
ま
し
た
。
分
か
り
や

す
く
し
て
ほ
し
い
。

（
米
山
桂
子
さ
ん
　
栃
尾
市
）

●
悠
久
山
公
園
は
、
県
営
プ
ー
ル

の
建
設
諸
準
備
の
た
め
、
公
園
全

体
の
整
備
計
画
を
再
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
中
で
、
公
園
内
の

案
内
板
や
公
園
へ
の
案
内
標
識
の

配
置
計
画
も
検
討
し
て
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
の
貸
し
出
し
期
間
を
三
〜

四
週
間
に
し
て
ほ
し
い
。

（
高
木
洋
子
さ
ん
　
柏
町
２
）

●
現
在
の
貸
し
出
し
期
間
は
二
週

間
で
す
。
貸
し
出
し
期
間
を
長
く

す
る
と
、
本
の
回
転
率
が
悪
く
な

り
、
予
約
を
し
て
も
待
ち
時
間
が

長
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館

の
書
架
に
並
ぶ
本
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
多
く
の
図

書
館
で
は
貸
し
出
し
期
間
を
二
週

間
と
定
め
て
い
ま
す
。
ご
要
望
に

沿
え
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

二
週
間
で
読
み
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
冊
数
を
お
借
り
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
期
間
内
に
読
み
終
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
継
続

貸
出
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
が
な
い
限
り
、
二
週
間
の
延

長
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
を
市
民
の
立
場

に
立
っ
た
利
用
し
や
す
い
制
度
に

す
る
た
め
、
長
岡
独
自
の
制
度
に

し
て
ほ
し
い
。

（
松
川
久
子
さ
ん
　
城
岡
３
）

●
長
岡
市
で
は
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
た
制
度
と
す
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
よ
り

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

よ
う
に
、
介
護
保
険
の
短
期
入
所

利
用
限
度
日
数
を
国
の
基
準
の
二

倍
に
上
乗
せ
し
て
い
ま
す
。

②
介
護
家
族
の
急
病
や
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
た
め
介
護
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
、
介
護
保
険
制
度
の

利
用
限
度
日
数
と
は
別
に
短
期
入

所
で
き
る
「
家
族
介
護
支
援
短
期

入
所
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
、

家
族
の
送
迎
時
間
に
合
わ
せ
、
早

朝
あ
る
い
は
夕
方
に
延
長
し
て
痴

ほ
う
高
齢
者
を
預
か
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
認
定
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
疑
問
、
相
談
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
課
1
39
・

２
２
４
５
に
専
用
の
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
な
ん
な
り
と

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
共
働
き
で
、
勤
務
時

間
が
不
定
期
で
す
。
二
十
四
時
間

と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
夜

十
二
時
ま
で
の
保
育
所
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

（
尾
身
太
さ
ん
　
東
栄
３
）

●
長
岡
市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
め

ざ
し
、「
長
岡
市
児
童
育
成
計
画
」

を
策
定
し
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
「
夜
間
保
育
」
を
平
成

十
七
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早

く
事
業
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

現
在
、
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
て

も
よ
い
と
い
う
人
か
ら
「
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
を
預
か
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
方
に
紹
介
す
る

も
の
で
す
。

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
に
は
、

夜
の
十
時
こ
ろ
ま
で
な
ら
預
か
っ

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
の
で
、
宮

内
保
育
所
1
32
・
３
７
０
７
あ
る

い
は
東
部
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
1
34

・
８
０
８
８
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
有
料
で
、

料
金
は
話
し
合
い
で
決
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

も
重
要
で
す
。

市
の
公
園
に
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
が
、
バ
ラ
の
栽
培
に
対
し
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
国
営
越
後
丘
陵

公
園
へ
の
移
植
が
最
も
現
実
的
な

解
決
策
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

現
在
、
国
営
越
後
丘
陵
公
園
と

相
談
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

良
い
答
え
が
得
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
て
み
ま
す
。

（
六
月
二
十
八
日
返
信
）

下
々
条
の
バ
ラ
園
が
今
年
で
閉

園
し
て
し
ま
う
の
は
、
非
常
に
残

念
で
す
。
市
で
引
き
取
り
、
維
持

管
理
し
て
残
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

（
澤
秀
一
郎
さ
ん
　
城
内
町
２
）

（
ほ
か
三
十
通
の
同
様
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
）

●
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら

存
続
の
希
望
が
届
い
て
い
ま
す
。

バ
ラ
を
移
す
の
は
、
問
題
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
技
術
を

も
っ
た
管
理
人
の
確
保
が
も
っ
と
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▲11月に公開予定の「市長への手紙」のページ
今年４月から９月までにいただいた手紙とその返信内
容を掲載しています。読むだけではなく、『市長への手
紙』を発信することもできます。
長岡市ホームページには、このほか市の制度や事業な
どを検索できる「暮らしのガイド」をはじめ「イベント
行事案内」など、役に立つ情報を掲載しています。ぜひ、
ご利用ください。
場所：www.city.nagaoka.niigata.jp 

『市長への手紙』専用はがき
各地区公民館、図書館、ながおか市民センター、
市役所１階市民情報ラウンジにあります

▲

市民の声なんでも窓口
－市民の声情報室－

みなさんの市政に対する質問や
意見、苦情などなんでもお受けし
ます。
普段着トークや対話集会、移動

市長室といった「市長の広聴活動」
の受付窓口でもあります。
場所は、市役所１階北側です。
気軽にお出かけください。

電　話３９･２２４６
ファクス３９･２２７２
Ｅメール
koejoho@city.nagaoka.niigata.jp

ご
み
や
た
ば
こ
な
ど
の
ポ
イ
捨

て
禁
止
条
例
を
制
定
し
て
ほ
し
い
。

監
視
員
を
置
い
て
、
巡
回
し
て
は

ど
う
か
。

（
中
野
勝
利
さ
ん
　
前
田
３
）

●
市
で
は
い
ま
、
今
後
の
ご
み
処

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
新
し
い
計

画
を
策
定
中
で
す
。
計
画
で
は
、

従
来
の
取
り
組
み
を
大
幅
に
見
直

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
に
つ

い
て
も
、
こ
の
計
画
の
一
環
と
し

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
条
例
制
定

を
含
め
、
ご
指
摘
の
罰
則
制
度
や

監
視
員
制
度
な
ど
も
議
論
し
て
い

く
予
定
で
す
。

▲バラを移植するボランティアのみなさん
10月21日、国営越後丘陵公園でバラ園整備記念式典が開かれ、1北陸製作所の
バラが移植されました。

▲子育て支援センター（宮内保育所、10月22日）
月曜から金曜まで毎日（午前９時30分から２時間）あり
ます。好きなときにどうぞ



長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
が

運
営
す
る
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
平

成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
一
月
に

開
館
し
て
以
来
、
地
域
文
化
の
創

造
と
市
民
文
化
活
動
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
下
欄
で
紹
介
す
る
活
動

は
、
専
門
家
が
高
く
評
価
す
る
内

容
を
持
ち
、
芸
術
の
刺
激
に
満
ち

た
創
造
的
な
も
の
で
す
。

市
民
に
開
か
れ
た
ホ
ー
ル
に

財
団
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
、

親
し
ま
れ
る
ホ
ー
ル
を
め
ざ
し
、

今
年
度
か
ら
市
民
の
芸
術
文
化
活

動
を
支
援
す
る
新
し
い
事
業
を
始

め
て
い
ま
す
。
市
民
団
体
の
活
動

経
費
を
助
成
す
る
事
業
と
、
市
民

の
企
画
を
市
民
と
財
団
と
協
働
で

制
作
し
、
公
演
す
る
事
業
で
す
。

ま
た
、
財
団
の
事
業
内
容
、
施

設
運
営
な
ど
を
検
討
す
る
「
運
営

懇
話
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
委

員
は
関
係
者
な
ど
十
八
人
で
、
う

ち
二
人
が
公
募
委
員
で
す
。
初
会
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リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

開
館
５
周
年

オペラ「カーリュー・リバー」出演者は３週間にわたり、能楽師櫻間金記さん（中央）に能の所作の指導を受
けた。右は主役のマーク・マウリーさん。左は通訳で能にくわしいミルタ・ダンジェロさん（10月11日）

市町村合併 ―考えるヒント⑤―

～市町村合併はどのような手続きで～
市町村合併は、一般に検討をはじめてから

実現するまで下のフロー図のような手続きを
経て、最短でも３年を要します。現在の長岡
市は、①の「合併にかかる事前準備」の初期
の段階にあると考えられます。
②③の「合併協議会」とは、合併すること
自体の可否を含め、合併に関するあらゆる事
項を協議するための組織です。
また、③の「法定の合併協議会」は、議会
の議決を経て関係市町村が設置するものです
が、住民発議制度として有権者総数の50分の
１以上の住民の署名があれば、各市町村長に
対してこの法定の協議会の設置を請求するこ
とができます。
なお、平成17年（２００５年）３月31日ま
でに合併が実現すれば、特例法に基づく地方
交付税や地方債等の優遇財政措置のほか、国
の「市町村合併支援プラン」に基づく各省庁
の各種支援を受けることができます。

５周年記念事業

東西の“川”の出会うところ
能「角田川」とオペラ「カーリュ
ー・リバー」同時上演
10月13日の公演は、高い評価を得
て終演。東西の文化の出会いに、観
客は心を奪われました。
オペラ練習場面（10月11日）

長岡市国際名誉市民ドナルド・キー
ンさんと中矢館長との対談

同時上演の直前に行われました。
話題は、「能とオペラの文学的側面に
ついて」
キーンさんは、同じストーリーを
持つ能とオペラの見どころを紹介。
「この作品は飛びぬけて暗い作品です
が、感動するに違いありません」

▲俳優養成プログラム発表公演の練
習のようす（13年２月10日）
アマチュアの域を超え、演劇活動
の核をめざす人たちに俳優の上杉祥
三さんが指導。
このプログラムは、平成13年度の
日本芸術文化振興会の助成対象に選
ばれました。

合
は
、
十
一
月
八
日
に
開
か
れ
る

予
定
で
す
。

将
来
の
担
い
手
を
育
て
ま
す

舞
台
に
は
、
舞
台
に
上
が
る
人

だ
け
で
は
な
く
、
観
客
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

財
団
で
は
、
将
来
の
観
客
や
芸

術
活
動
の
担
い
手
を
育
て
よ
う
と

今
年
度
か
ら
青
少
年
招
待
枠
を
用

意
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
青
少
年

に
ふ
さ
わ
し
い
公
演
に
青
少
年
を

無
料
で
招
待
す
る
も
の
で
す
。

五
周
年
を
契
機
と
し
て
新
た
な

取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
に
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。（
財
団
ガ
イ

ド
は
、
18
頁
に
掲
載
）

▲

▲

①合併にかかる事前準備（枠組みの決定）

関係市町村の住民サービスや行財政状況の比
較検討、住民への情報提供、合併パターンの
検討などを通して合併の枠組みについて合意
を形成します。

②任意の合併協議会を設置（事前協議）

各種行政制度の検討や調整などの実質作業に
着手します。行政制度の調整方針について関
係市町村の合意を形成し、法定協議会の設置
準備をします。

③法定の合併協議会を設置（合併協議）

市町村建設計画（将来構想）案の策定や合併
協定項目の協議など、合併に関する具体的な
判断材料の協議検討を行い、その状況を公表
します。

④国県との法定手続き・役所事務の準備　

関係市町村議会での「配置分合」の議決の後、
県知事に合併申請を行います。県議会での議
決などを経て、総務大臣による合併の告示が
なされます。

合　併　施　行

リ
リ
ッ
ク
の
代
表
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

高
度
な
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
全
国
か
ら
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を
発
掘
・
養
成
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
場
面
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
芸
術
文
化
活
動
に
良

い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
狙
っ
て
い
ま
す
。
声
楽
、
室
内
楽
、
フ
ル
ー
ト
、

ピ
ア
ノ
、
指
揮
法
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

国
際
ふ
ゆ
の
た
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
響
き
合
う
ピ
ア
ノ
」

財
団
の
芸
術
顧
問
・
三
善
晃
さ
ん
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
の
は
、
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
将
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
。

今
年
は
９
月
30
日
に
全
国
か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
５
組

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

演
劇
の
分
野
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
の
活
性
化
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
「
テ
ン
ペ

ス
ト
」「
か
ら
騒
ぎ
」
な
ど
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

リ
リ
ッ
ク
市
民
劇

演
劇
初
心
者
に
、
プ
ロ
の
演
出
家
が
み
っ
ち
り
と
指
導
し
、
舞
台
を

作
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
照
明
や
音
響
、
大
道
具
・
小
道
具
と
い
っ
た

舞
台
装
置
な
ど
も
す
べ
て
参
加
者
の
手
作
り
で
す
。

▲公開に向けて三善先生のレッス
ンをじっくりと受けます。
今年の公演は11月11日です。

（写真は昨年の公演リハーサルのよ
うす）

▲「シューマン詩の世界」歌曲公
開マスタークラスでの指導のよう
す（平成11年2月10日）
指導は、ロジャー・ビニョール
ズさん（写真左）。 開館５周年記
念公演オペラ「カーリュー・リバ
ー」では、アンサンブルの指揮と
オルガンを担当



岡
市
で
学
校
給
食
が
始
ま
っ

た
の
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

〇
）
の
表
町
小
学
校
か
ら
で
す
。

現
在
は
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

（
五
十
四
校
・
約
一
万
八
千
人
）

で
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
給
食
を
各
学
校

の
給
食
室
で
調
理
す
る
自
校
調
理

方
式
で
す
べ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
流
れ
（
左
図
）
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
最
初
は

献
立
作
り
。
長
岡
市
で
は
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
週
五
日

の
う
ち
、
米
飯
三
日
、
パ
ン
一
日
、

め
ん
類
一
日
と
し
て
い
ま
す
。
毎

日
の
献
立
は
、
栄
養
士
が
各
学
校

ご
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
安
全

な
食
材
を
精
選
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
季
節
ご
と
に
巾
着
ナ
ス
や

肴
豆
と
い
っ
た
地
元
の
野
菜
を
献

立
に
取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
も

し
て
い
ま
す
。

栄
養
士
が
地
域
の
商
店
な
ど
に

注
文
し
た
食
材
は
、
毎
朝
、
学
校

に
届
け
ら
れ
、
検
収
後
、
調
理
員

が
調
理
し
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
の
給
食
室
で
は
、

日
常
の
洗
浄
や
消
毒
を
す
る
と
と

も
に
、
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
定

期
検
査
や
日
常
点
検
を
行
い
、
衛

生
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

調
理
員
は
健
康
診
断
、
検
便
を

定
期
的
に
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
健
康
管
理
に
も
注
意
し
、

手
洗
い
を
励
行
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
給
食
へ
の

取
り
組
み

各
学
校
で
は
、
給
食
の
時
間
を

よ
り
楽
し
く
す
る
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
な
ん
と
い
っ
て
も
献
立

の
工
夫
が
一
番
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
料
理
の
中
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
選
び
、
量
も
自
分
で
決

「
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」「
い
た
だ
き
ま
す
」
―
。

当
番
の
声
に
あ
わ
せ
て
、
阪
之
上
小
学
校
の
一
年
一
組
の
給

食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
日
の
献
立
は
ご
飯
、
の
り
ふ
り
か
け
、

牛
乳
、
レ
バ
ー
と
牛
肉
の
中
華
風
香
り
揚
げ
、
マ
カ
ロ
ニ
サ
ラ

ダ
、
な
め
こ
の
み
そ
汁
で
す
。

九
月
か
ら
授
業
が
始
ま
っ
た
新
校
舎
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

空
間
と
木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
ふ
れ
、
と
っ
て
も
明
る
く
良
い
雰

囲
気
で
す
。
四
時
間
目
の
「
生
活
」
の
授
業
の
真
剣
な
表
情
と

う
っ
て
変
わ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
！

「
い
つ
も
こ
ん
な
に
楽
し
そ
う
な
ん
で
す
か
」

「
そ
う
で
す
よ
。
で
も
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
は
元
気
の
な
い

子
も
い
る
ん
で
す
」
と
担
任
の
斎
藤
先
生
。

「
お
い
し
い
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
「
う
ん
。
で
も
私
、
野

菜
が
苦
手
な
の
」
「
僕
は
お
肉
が
食
べ
ら
れ
な
い
ん
だ
」
と
い

う
子
も
い
ま
し
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
給
食
を

食
べ
る
表
情
は
み
ん
な
明
る
い
。
給
食
が
と
っ
て
も
楽
し
い
時

間
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

学
校
給
食
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

給
食
が
作
ら
れ
る
流
れ
、
各
校
の
給
食
へ
の
取
り
組
み
、
試
食

会
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

13 12

特
集
　
学
校
給
食

特集　学校給食

１年１組の給食で（10月17日・阪之上
小学校）
１年１組の児童は24人。はしゃぎすぎ
て担任の先生にたびたび注意されるくら
いにぎやか。

食中毒などの
対応のため、牛
乳を含めた食材
の全種類を50グ
ラムずつと、調
理後の料理も全
て50グラムずつ
14日間冷凍保存
します。

▲

▲給食前の手洗い（10月17日・阪之上
小学校）

▲当番が盛り付けます（10月17日・阪
之上小学校）

長

き
ん
ち
ゃ
く

さ
か
な
ま
め

献立作成

食材料発注

食材料検収

調　理

配缶、運搬

食　事
給食指導

検　食

保 存 食

後片付け

洗浄、清掃、消毒

▲調理作業
（７月23日・南中
学校）
南中学校では長

岡の野菜を毎月１
回、給食に取り入
れています。

▲牛乳を検収
（７月23日・南中
学校）

学校給食の流れ

児童・生徒が
食べる前に校長
ら責任者が食べ
ます。

学級担任や栄
養士が中心と
なって栄養指
導などをしま
す。

※狂牛病の対応については、国・県の指導に基づ
き安全が確認された食材のみを使用しています。

※



め
る
こ
と
の
で
き
る
「
バ
イ
キ
ン

グ
給
食
」
や
あ
ら
か
じ
め
二
種
類

以
上
の
料
理
の
中
か
ら
好
き
な
メ

ニ
ュ
ー
を
予
約
し
て
お
く
「
セ
レ

ク
ト
給
食
」
は
大
人
気
で
す
。

ま
た
、
食
べ
る
雰
囲
気
も
大
切

で
す
。
他
の
学
年
と
一
緒
に
食
べ

る
「
た
て
わ
り
給
食
」
や
グ
ル
ー

プ
で
好
き
な
場
所
を
選
ん
で
食
べ

る
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
チ
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
理
業
務
の

民
間
委
託
を
進
め
ま
す

平
成
十
二
年
度
か
ら
市
で
は
、

行
財
政
改
善
の
一
項
目
と
し
て
、

給
食
の
一
層
の
充
実
と
経
費
の
節

減
を
め
ざ
し
、
学
校
給
食
調
理
業

務
の
民
間
委
託
を
始
め
て
い
ま
す
。

委
託
の
内
容
は
調
理
、
配
缶
、

運
搬
、
設
備
な
ど
の
洗
浄
・
消
毒

・
清
掃
、
残
菜
の
処
理
な
ど
で
す
。

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
自
校
調
理

方
式
で
、
献
立
の
作
成
と
食
材
の

購
入
は
委
託
に
含
め
ず
学
校
の
栄

養
士
が
直
接
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
阪
之
上
小
学
校
、
栖
吉

小
学
校
、
西
中
学
校
で
調
理
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
来
年
度
以
降
も
市
の
調

理
職
員
の
定
年
退
職
な
ど
に
よ
る

欠
員
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
調
理

業
務
の
民
間
委
託
を
順
次
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。

お
い
し
い
給
食
で

健
康
づ
く
り

最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
カ
ル
シ

ウ
ム
不
足
や
脂
肪
の
過
剰
摂
取
、

生
活
習
慣
病
の
低
年
齢
化
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

給
食
の
時
間
や
学
級
活
動
に
、
紙

芝
居
や
食
品
カ
ー
ド
な
ど
を
使
っ

て
食
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
十
七
日
の
南
中
学

校
の
試
食
会
で
は
、
給
食
を
と
り

な
が
ら
栄
養
士
が
参
加
者
に
地
場

産
の
巾
着
ナ
ス
を
使
っ
た
郷
土
料

理
を
紹
介
す
る
な
ど
、
保
護
者
か

ら
「
食
」
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
試
み
も
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
給
食
、
お
い
し
い
給
食

を
進
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
食
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

今
後
も
、
市
で
は
安
全
で
お
い

し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
給

食
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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給食の調理業務を民間委託している西中学校で、９月
26日・27日に保護者を対象とした試食会を実施しました。
試食会には２日間で73人が参加。26日の献立はご飯、牛
乳、鮭のマヨネーズ焼き、ひじきのいり煮、うすくず汁、
ナシ、２7 日は中華どんぶり、牛乳、さつまいもと小魚
と大豆の揚げ煮、果物でした。
当日実施したアンケートには57人が回答（回答率約78
％）。図１～３のような結果となりました。

試食会を実施しました

家庭での給食の話題についての質問では、約72％が
話題になったと答えています。話題の内容には「今日
の献立について聞く」「牛乳の残りが多いという話題
が出た」「好きなメニューが出たときなどに家でも作
ってほしいと言ってくる」といった回答がありました。

おいしい�
普通�88%

12%

82%

9%
7% 2%

ちょうどよい�
多い�
少ない�
未回答�

▲試食会で（９月26日・西中学校）
試食会では「調理員から話を聞いて安全な給食が
一番だと思いました。さまざまな取り組みをしてい
ることを知って、安心しました（才津西町・小林直
美さん）」、といった声が多く聞かれました。

バイキング給食（７月５日・
六日市小学校）
バイキングの日は「なにが
あっても学校を休めない」と
いうほど、人気があります。

たてわり給食（７月４日・希望
が丘小学校）
１年生～６年生が数人ずつ17
グループに分かれての給食。給
食だけでなく、なぞなぞやゲー
ムをやりながら食べます。

ピクニックランチ（５月25日・
千手小学校前の八幡公園）
好きな場所で食べるピクニッ
クランチは変化をもたせ、楽し
い給食にするために実施してい
ます。

91%

7% 2%

ちょうどよい�
薄い�
濃い�

特集　学校給食

早く食べておかわりするぞ！

楽しすぎて食べられない？

屋外での給食は
気持ちがいいな！

図１　全体的にいかがでしたか？

図２　味はいかがでしたか？

図３　量はいかがでしたか？



11
日
a
③
合
唱
…
13
日
c
④
器
楽
・

管
弦
楽
…
14
日
d
⑤
吹
奏
楽
…
15
日

e
⑥
弁
論
…
20
日
c
⑦
放
送
…
28
日

d

会
場
＝
①
〜
⑤
・
⑦
は
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
⑥
は
市
立
劇
場
　
□問
新

潟
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
1
０
２
５

・
２
６
３
・
１
６
１
６

■
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
講
座

日
時
＝
11
月
９
日
f
①
午
前
９
時
〜

正
午
②
午
後
３
時
〜
６
時
　
会
場
＝

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
ヘ
ル
ガ

・
マ
ッ
ト
ケ
マ
イ
ケ
ル
ズ
　
参
加

料
＝
各
４
、０
０
０
円
（
通
し
券
７
、５

０
０
円
）

□問
高
柳
さ
ん
1
33
・
２

８
２
４

■
ヒ
ッ
ポ
っ
て
な
ー
に
？
体
験
会

日
時
＝
11
月
10
日
g
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
　
参
加
料
＝
無
料
　
□問
江
口

さ
ん
1
28
・
０
５
７
３

■
長
岡
西
病
院
す
こ
や
か
祭

日
時
＝
11
月
11
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
内
容
＝
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
、
和
太
鼓
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ

ー
ナ
ー
、
医
師
に
よ
る
講
演
、
模
擬

店
な
ど
　
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
長

岡
西
病
院
1
27
・
８
５
０
０

■
だ
る
ま
会
作
品
展
（
入
場
無
料
）

日
時
＝
11
月
13
日
c
〜
11
月
15
日
e

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
美
術
セ

ン
タ
ー
　
展
示
内
容
＝
書
・
絵
画
・

彫
塑
・
写
真
・
短
歌
な
ど

□問
江
口

勇
さ
ん
1
24
・
１
７
３
３

■
初
心
者
の
た
め
の

ス
ペ
イ
ン
語
会
話

日
時
＝
11
月
14
日
〜
２
月
６
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
参
加
料

＝
４
、０
０
０
円
　
□問
寺
井
敦
子
さ
ん

1
27
・
１
６
５
４

●
「
市
民
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
〜
で

き
る
こ
と
み
つ
け
よ
う
〜
」

体
験
学
習
を
通
じ
て
、
環
境

を
守
る
行
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

時
間
＝
11
月
17
日
g
は
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
、
ほ

か
は
午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場

＝
中
央
公
民
館
　
定
員
＝
40
人

参
加
料
＝
２
０
０
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み
＝
11
月
16
日
f
ま
で

に
環
境
政
策
課
1
24
・
０
５
２

８
へ

●
パ
ン
ジ
ー
の
花
植
え
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
17
日
g
午
後
１
時

か
ら
（
小
雨
決
行
）

会
場
＝

千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
・
花

の
広
場
　
持
ち
物
＝
移
植
ご
て
、

軍
手
　
問
い
合
わ
せ
＝
公
園
緑

地
課
1
39
・
２
２
３
０

●
市
民
天
体
観
察
会

15
㎝
屈
折
式
望
遠
鏡
で
土
星

な
ど
を
見
た
り
、
肉
眼
で
秋
の

星
座
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
e
午
後
６
時

〜
８
時
（
雨
天
の
場
合
は
26
日

月
に
延
期
）

会
場
＝
教
育
セ

ン
タ
ー
屋
上
　
定
員
＝
20
人

（
未
成
年
者
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
防
寒
着
、
携
帯
用
カ

イ
ロ
、
手
袋
　
申
し
込
み
＝
11

月
15
日
e
〜
21
日
d
に
教
育
セ

ン
タ
ー
1
33
・
２
０
２
２
へ

●
土
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ
２
０
０
１

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
駐
車
場

内
容
＝
土
木
機
械
の
展
示
・
実

演
、
木
工
工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

土
木
ク
イ
ズ
、
土
木
機
械
試
乗

ほ
か
　
問
い
合
わ
せ
＝
道
路
管

理
課
1
39
・
２
２
３
２

●
映
画
会
（
無
料
）

日
時
と
内
容
＝
①
11
月
10
日
g

午
後
２
時
〜
４
時
「
黄
金
の
腕
」

（
55
年
ア
メ
リ
カ
）②
11
月
27
日

c
午
後
２
時
〜
３
時
10
分
「
幌

馬
車
」（
23
年
ア
メ
リ
カ
）
③
12

月
８
日
g
午
後
２
時
〜
３
時
40

分
「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
」（
34
年
ア

メ
リ
カ
）

会
場
・
問
い
合
わ

せ
＝
中
央
図
書
館
1
32
・
０
６

５
８

●
読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
16
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
内
容
＝
沢
木
耕
太
郎
著「
深

夜
特
急
６
」

問
い
合
わ
せ
＝

中
央
図
書
館
1
32
・
０
６
５
８

●
文
化
講
座

「
良
寛
の
あ
ゆ
み
」

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

講
師
＝
長
岡
良
寛
の
会
会
長
・

池
田
光
知
さ
ん
　
会
場
＝
中
央

図
書
館
　
申
し
込
み
＝
当
日
ま

で
に
中
央
図
書
館
1
32
・
０
６

５
８
へ

日
・
30
日
は
休
み
）

会
場
＝

美
術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館

２
階
）

入
場
料
＝
無
料
　
問

い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書
館
1
32

・
０
６
５
８

〔
展
示
資
料
解
説
会
（
無
料
）〕

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
23
日
-
・
25
日
a

・
12
月
１
日
g
・
２
日
a
の
①

午
後
１
時
30
分
か
ら
②
３
時
30

分
か
ら
（
各
回
30
分
程
度
）

〔
探
検
む
か
し
の
長
岡
（
無
料
）〕

小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
向

け
の
資
料
解
説
と
「
米
百
俵
」

の
紙
芝
居
な
ど
を
行
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
24
日
g
午
後
３
時

〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書
館
1

32
・
０
６
５
８

●
縄
文
文
化
を
学
ぶ
会
１

「
炎
の
造
形
―

火
　
土
器
と

馬
高
遺
跡
」（
無
料
）

「
重
要
文
化
財
考
古
資
料
展
」

に
展
示
中
の
火
　
土
器
や
馬
高

遺
跡
出
土
品
に
つ
い
て
学
芸
員

が
説
明
・
解
説
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中

央
公
民
館
４
０
１
教
室
・
科
学

博
物
館
展
示
室
　
申
し
込
み
＝

11
月
22
日
e
ま
で
に
科
学
博
物

館
1
32
・
０
５
４
６
へ

●
縄
文
文
化
を
学
ぶ
会
２

「
驚
異
の
洞
窟
遺
跡
―

小
瀬

ヶ
沢
と
室
谷
」（
無
料
）

「
重
要
文
化
財
考
古
資
料
展
」

に
展
示
中
の
小
瀬
ヶ
沢
・
室
谷

洞
窟
出
土
品
に
つ
い
て
学
芸
員

が
説
明
・
解
説
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
２
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中

央
公
民
館
４
０
１
教
室
・
科
学

博
物
館
展
示
室
　
申
し
込
み
＝

11
月
30
日
f
ま
で
に
科
学
博
物

館
1
32
・
０
５
４
６
へ

重
要
文
化
財
考
古
資
料
展
開

催
中
（
12
月
９
日
ま
で
）。

問
い
合
わ
せ
＝
科
学
博
物
館
1

32
・
０
５
４
６

■
県
立
歴
史
博
物
館
1
47
・
６
１
３
０

①
開
館
１
周
年
記
念
展

よ
み
が
え
る
上
杉
文
化

上
杉
謙
信
の
事
跡
を
探
る
特
別
展

で
す
。

期
間
＝
12
月
２
日
a
ま
で
　
観
覧
料

＝
一
般
７
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生

５
０
０
円
、
小
学
・
中
学
生
３
０
０
円

②
講
演
会
「
川
中
島
合
戦
図
屏
風
の

世
界
―

出
陳
三
作
品
の
成
立
背
景
に

迫
る
―

」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
講
堂

■
県
立
近
代
美
術
館
1
28
・
４
１
１
１

①
映
画
鑑
賞
会
「
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
落
水
荘
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
10
日
g
①
午
前
11
時
か

ら
②
午
後
１
時
か
ら
③
午
後
３
時
か

ら
　
定
員
＝
各
１
８
０
人
　
会
場
＝

講
堂

②
美
術
鑑
賞
講
座
（
無
料
）

内
容
・
期
日
＝
①
日
本
「
美
術
」
元

年
…
11
月
17
日
g
②
表
現
技
法
の
背

景
…
24
日
g
③
百
花
繚
乱
・
大
正
期

の
日
本
画
…
12
月
１
日
g
④
書
の
近

代
前
夜
…
８
日
g

時
間
＝
午
後
２

時
か
ら
　
会
場
＝
講
堂

■
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
＝
11
月
26
日
b
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー（
三

和
２
）

定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝

無
料
　
□申
11
月
22
日
e
ま
で
に
教
育

セ
ン
タ
ー
内
長
岡
地
域
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
1
33
・
２
０
２
２
へ

■
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容
・
期
日
＝
①
総
合
開
会
式
…
11

月
７
日
d
②
演
劇
…
11
月
10
日
g
、

●
中
央
図
書
館
所
蔵
資
料
展

「
戊
辰
戦
争
と
長
岡
」

戊
辰
戦
争
前
後
の
資
料
、
約

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

主
な
展
示
資
料
は
、
河
井
継

之
助
の
日
記
「
塵
壺
」、
小
林

虎
三
郎
の
思
想
が
う
か
が
え
る

「
南
天
一
望
」、
稲
垣
平
助
の
手

記
「
誌
録
」
な
ど
で
す
。
ど
う

ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
20
日
c
〜
12
月
２

日
a
午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
26

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ
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今回の長岡歴史会談のテーマは、明治以降の長岡のまちの発展や人びとの
暮らしに大きな影響をおよぼした「北越戊辰戦争」です。戊辰戦争は現代の
私たちにどんな影響を与えたのでしょうか。関係市長、歴史研究者などがい
ろいろな視点から検証します。
日時＝11月24日g午前10時～午後３時45分　会場＝ホテルニューオータニ長
岡ＮＣホール　入場料＝無料。ただし、昼食の弁当を希望する人は弁当代
1 , 0 0 0円（申し込み時に要予約） 定員＝350人
第一部「市長シンポジウム」…午前10時
15分～11時45分
前回の市長シンポジウムでは、歴史を
生かしたまちづくりについて話し合われ
ました。さて今回はどんな話になるので
しょうか。
下関市長・江島潔さん、萩市長・野村
興兒さん、小千谷市長・関広一さん、
森民夫長岡市長

第二部「歴史研究者によるシンポジウム」午後０時30分～２時
京都霊山歴史館学芸課長・木村幸比古さん、山口県創作懇話会会長・清永
唯夫さん、会津史学会理事・間島勲さん、司会・稲川明雄中央図書館長
第三部講演会「長州藩からみた北越戊辰戦争」（仮）…午後２時15分～３時
35分
講師 「高杉晋作、わが風雲の詩」の著者
直木賞作家・古川薫さん
申し込み＝11月15日e必着で、往復はがきの往信の裏に住
所、氏名、年齢、電話番号、昼食の弁当の申し込みの
有無を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入し、
〒９４０－００４１学校町１の２の２中央図書館内歴史
シンポジウム長岡歴史会談運営実行委員会へ（申し込
み多数の場合は抽選）

●ボランティアを募集します
シンポジウム当日の運営を手伝ってみませんか。

対　象＝高校生以上
問い合わせ＝中央図書館内歴史シンポジウム実行委員会1３２・０６５８

期
日�

11／17�
g

内
　
　
　
容�

緑
の
百
年
物
語
な
ど
の
森

づ
く
り
に
つ
い
て�

21�
d

省
エ
ネ
と
温
暖
化
防
止
に

つ
い
て�

28�
d

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み

の
減
量
に
つ
い
て�

30�
f

エ
コ
ラ
イ
フ
を
広
げ
る
た

め
何
が
大
切
か
に
つ
い
て�

期
日�

11／13�
c

内
　
　
　
容�

良
寛
と
長
岡
の
人
々�

20�
c

良
寛
の
文
芸�

27�
c

良
寛
の
思
想�

12／4�
c

良
寛
に
つ
い
て
の
異
説�

,

,

,

長岡市民音楽祭
「フルーティーな音のレストラン～あなたの
お好きな音（メニュー）は？～」（無料）
日　時＝11月25日a午後２時開演
会　場＝リリックホール・コンサートホール
内　容＝第１部…「秋の調」、「白鳥」ほか、

第２部…「カプリオール組曲」、「グリーンス
リーブス」ほか、
第３部…「花のワルツ」、「２本のフルートの
ための協奏曲」ほか

出　演＝ザビーネ・ザイフェルト（リコーダー、フル
ート）、堀井恵（フルート）、若林陽子（ピア
ノ）、片野大輔（チェロ）中島小学校合奏部、
長岡市音楽文化協会加盟団体など

※入場整理券が必要です。市役所１階案内所、４階国
際文化課、リリックホール、市立劇場、ながおか市民
センター、各図書館、中央公民館、厚生会館、市内の
一部レコード店・楽器店・音楽教室でどうぞ。

問い合わせ＝国際文化課1３９・２２５１

▲「誌録」
明治元年から明治17年までの自筆資料。稲垣
平助は、『武士の娘』の著者・杉本鉞子の父で、
戊辰戦争当時は、長岡藩の家老でした。

▲午後６時、東北東の
空から昇る土星

長岡を知ろう！
第２回歴史シンポジウム長岡歴史会談
「もっと知りたい！北越戊辰戦争」

▲下関市長
江島潔さん

▲萩市長
野村興兒さん

▲古川薫さん

♪�
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
実
例
発
表
「
中

高
生
を
持
つ
家
庭
か
ら
」、

家
計
簿

の
つ
け
方
、
中
高
生
の
お
弁
当
な
ど

（
展
示
あ
り
）

テ
キ
ス
ト
代
＝
３

５
０
円
　
託
児
＝
予
約
制
（
１
０
０

円
）

□問
梅
沢
さ
ん
1
34
・
６
９
９

７■
講
演
会
「
町
工
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ

の
活
用
法
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
16
日
f
午
後
３
時
30
分

開
演
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡
　
□申
中
越
鋳
物
青
年
研
究

会
事
務
局
1
39
・
４
４
０
２

■
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
の
し
り
教
室

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ん
で
も
相
談
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ギ
フ
ト
券
贈
呈
（
先

着
１
０
０
人
）
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会
館

講
師
＝
品
質
情
報
研
究
所
長
・
住
連

木
ま
さ
し
さ
ん
　
□問
長
岡
保
健
所
衛

生
課
1
33
・
４
９
３
６

■
講
演
会
「
義
務
教
育
終
了
後
の
進

路
に
つ
い
て
―

子
ど
も
の
自
立
へ

向
け
て
の
支
援
―

」

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
後
２
時
〜
５

時
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
水

道
町
３
）

講
師
＝
見
晴
台
学
園
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
・
鬼
頭
美
也
子
さ

ん
　
定
員
＝
１
０
０
人
　
参
加
料
＝

１
、５
０
０
円
　
□申
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―

０
０
５
１
西
神
田
町
２

の
８
の
８
新
潟
Ｌ
Ｄ
親
の
会
い
な
ほ

の
会
・
沼
田
夏
子
さ
ん
1
32
・
０
０

３
７
へ

■
水
月
会
水
墨
画
展
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
25
日
a
、
26
日
b
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
26
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

会
場
＝
厚
生
会
館
　

□問
野
上
正
司
さ
ん
1
34
・
７
８
６
７

●
子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分
　
会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝

①
ア
ニ
メ
日
本
昔
ば
な
し
「
塩

ふ
き
う
す
」
ほ
か
２
本
②
ア
ニ

メ
イ
ソ
ッ
プ
物
語
「
お
し
ゃ
れ

な
か
ら
す
」
ほ
か
１
本
　
問
い

合
わ
せ
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
1
34
・
１
３
０
５

●
ひ
も
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

日
時
＝
12
月
２
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小

学
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子

●
芸
能
発
表
会
（
無
料
）

高
齢
者
趣
味
の
教
室
の
受
講

者
の
見
事
な
演
技
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
11
月
23
日
-
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館

発
表
内
容
＝
民
謡
、
詩
吟
、
謡
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
合
唱
、
大

正
琴
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公

民
館
1
32
・
０
４
３
７

●
レ
デ
ィ
ス
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
要
求
さ

れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
29
日
〜
２
月
14
日

の
毎
週
木
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
計
10
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
内
容
＝

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
、

人
前
で
の
魅
力
的
な
話
し
方
、

会
議
の
も
ち
方
、
自
己
表
現
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
体
験
談
を
聞
こ

う
な
ど
　
定
員
＝
24
人
　
参
加

料
＝
１
、
０
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
11
月
12
日
b
か
ら
電
話
で

中
央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７

へ 定
員
＝
30
人
　
参
加
料
＝
１
、５

０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込

み
＝
11
月
23
日
-
ま
で
に
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー
1
34
・
１
３

０
５
へ

室
内
プ
ー
ル
は
11
月
11
日
a

室
内
水
泳
記
録
大
会
の
た
め
お

休
み
し
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
11
月
26

日
b
〜
30
日
f
冬
番
組
に
入
れ

替
え
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

12
月
１
日
g
か
ら
は
、「
冬
の
星

座
と
星
の
一
生
」
を
投
映
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
1
34
・
１
３
０
５

●
天
気
に
ま
つ
わ
る
話

毎
日
の
生
活
に
密
接
な
関
わ

り
の
あ
る
天
気
の
こ
と
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
定
員
＝

30
人
　
参
加
料
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
11
月
５
日
b
か
ら
電
話

で
中
央
公
民
館
1
32
・
０
４
３

７
へ

●
い
き
い
き
作
品
展
（
無
料
）

高
齢
者
趣
味
の
教
室
の
活
動

の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
17
日
g
〜
19
日
b

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
19
日

は
正
午
ま
で
）

会
場
＝
厚
生

会
館
　
展
示
内
容
＝
紙
人
形
、

絵
画
、
焼
物
、
書
道
、
リ
ボ
ン

フ
ラ
ワ
ー
、
編
み
物
、
盆
栽
、

籐
工
芸
、
俳
句
、
紙
紐
細
工

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
1

32
・
０
４
３
７

■
講
演
会
「
輝
け
！
女
性
経
営
者
」

「
田
中
真
紀
子
」
と
い
う
生
き
方

に
学
ぶ
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
14
日
d
午
後
２
時
〜
３

時
40
分
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
講
師
＝

政
治
・
経
済
評
論
家
・
板
垣
英
憲
さ

ん
　
□問
6
長
岡
法
人
会
1
35
・
０
３

２
８

■
長
岡
友
の
会
　
家
事
家
計
講
習
会

日
時
＝
①
11
月
14
日
d
午
前
10
時
〜

正
午
②
11
月
15
日
e
午
前
10
時
〜
正

午
③
11
月
17
日
g
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
四
郎
丸
公
民
館
②
長
岡
友

の
家
（
稲
葉
町
）
③
な
が
お
か
市
民

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

19 18

コース�
No. 期　　日� 定員� 会　　場�
平日午前コース　９：３０～１２：００�

77�
78

12/4c、5d、6e、7f

12/10b、11c、12d、13e

11/19b、20c、21d、22e

12/3b、4c、5d、6e

20人�
20人�

幸町分室（幸町2）�
幸町分室�

平日午後コース　１３：３０～１６：００�
75�
76

20人�
20人�

幸町分室�
幸町分室�

11/27c、28d、29e、30f

12/3b、4c、6e、7f

12/11c、12d、13e、14f

144�
145�
146

20人�
20人�
20人�

東北中学校（川崎1）�
東中学校（水道町5）�
宮内中学校（宮栄2）�

平日夜間コース　１８：３０～２１：００�

２日間コース　９：３０～１６：００（２７３は１５：３０まで）�
11/17g、18a�

12/ 9a、16a
273�
276

10人�
10人�

長岡コンピュータカレッジ（殿町1）�
長岡情報ビジネス専門学校�

芸術文化振興財団ガイド129・7711
■三善晃プロデュース「響き合うピアノ」（入場無料）
三善晃さんの曲目解説もあります。入場整理券が必要です。
日時＝11月11日a午後２時から　会場＝リリックホール・コン
サートホール　曲目＝ショパン／舟歌、リスト／ハンガリー狂
詩曲８番

■親子のための招待コンサート（入場無料）
～ヴァイオリンとピアノと歌で奏でるクリスマス・ファンタジー～
世界の名曲やクリスマス曲など魅力あふれる約１時間のコン
サートです。
日時＝12月24日（ ）午後２時から　会場＝リリックホール・コン
サートホール　出演＝中丸まどか（ヴァイオリン・東京芸術大
学在学中）、 鈴木優人（ピアノ・東京芸術大学在学中）ほか
対象＝親子（５歳から中学生までの子どもとその親）でご参加
ください。人数は自由です。申し込み方法など、詳しくはお問
い合わせください。

■リリック演劇祭「シアターゴーイング２００１」
日時＝11月22日e午後７時からと、23日-～25日aの午後１時、
午後４時、午後７時から　会場＝リリックホール・シアター、
第１スタジオ　参加劇団＝デン吾朗一座、演劇ユニット家出、
劇団開放宙域、一発屋、劇団ミネルヴァの梟De l u x e、劇団カ
タコンペ、劇団第二黎明期、ＮＡＭＡＲＡ、劇団MAMEカラッ
ト　料金＝通し券2,500円、１公演券1,000円（当日券は各500
円増し） 青少年招待＝通し券30人（申し込みは11月７日dま
で。詳しくはお問い合わせください）

■リリック演劇祭「シアターゴーイング２００１」オプシ
ョン企画演劇人トークショー
プロの俳優・上杉祥三さんがこれからの新潟の演劇を語る、
必見のトークショーです。シアターゴーイング２００１の１公
演券（1 , 0 0 0円）または通し券（2 , 5 0 0円）を購入した人を対
象にした特別企画です。
日時＝11月23日-午後７時から　会場＝リリックホール・シア
ター　内容＝第１部 上杉祥三VS小林三四郎、第２部 シンポジ
ウム「どうなる、どうする新潟の演劇。」

■平成１３年度下期市民芸術文化活動助成対象７事業が決定
財団では、地域に根ざした市民のみなさんの自主的な活動を
応援するため、活動経費の一部を助成する市民活動助成事業を
実施しています。審査の結果、平成13年度下期（平成13年10月
１日～14年３月31日）は下記の７事業が対象に選ばれました。

休

催　　　し� 主催団体�

伊藤敏博チャリティーコンサート�

ブルー・ノート・ジャズ・�
オーケストラコンサート�

伊藤敏博チャリティーコンサート�
実行委員会�

ヴィレム・ブロンズピアノ公開講座�長岡音楽指導者の会�

楽器の動物園ウヰンドバンド長岡� 楽器の動物園ウヰンドバンド長岡�
コンテンポラリーダンス�
「ひるえかにもどこ」公演� ダンスアート上演実行委員会�

長岡発「元気になろうよ！映画祭」�長岡発「元気になろうよ！映画祭」�実行委員会�

ブルーノート・ジャズ・オーケス�
トラ�

「ハッピー」上映会　� けやきの会�

期
日�

11／27�
c

内
　
　
　
容�

講
師�

雪
氷
防
災�

実
験
研
究�

所
職
員�

県
立
歴�

史
博
物�

館
職
員�

酒
　
井�

與
喜
夫�

さ
ん�

天
気
の
し
く
み�

12／4�
c

雪
と
風
土�

11�
c

生
き
物
と
天
気�

国営越後丘陵公園からのお知らせ
■バラ講習会（無料）
期日＝11月24日g（雨天決行） 時間＝午前10時～正
午（午前９時45分から受付） 内容＝バラのせん定と
冬支度についての講習と実地作業　持ち物＝せん定ば
さみ、皮の手袋（ない人には貸し出します）、 雨具
指導＝新潟ばら会　申し込み＝当日暖の館で

■ディスクゴルフ体験教室（無料）
インストラクターの指導のもとで楽しくディスクゴ

ルフを体験できます。
期日＝11月11日a 時間＝午前10時～午後３時　申し
込み＝当日銀河の丘で

■休園のお知らせ
12月１日gから平成14年１月１日-まで、冬季利用

に向けた園内整備のため休園します。

問い合わせ　越後公園管理センター1４７・８００１

インターネット講習会１１・１２月　
受講生追加募集（無料）

パソコンの基本　

操作や電子メール

の使い方を学ぶ、

インターネット講

習会は、今回の追

加募集分で日程を

終了します。

〔講習内容〕¡パソコンの基本操作™ワープロ文書の作成

£インターネット¢電子メールの送受信

〔対　　象〕20歳以上の初心者

〔申し込み〕11月12日bから電話で生涯学習・体育課ＩＴ

講習推進室1３２・６１０２（代）へ

▲昨年の発表会で

▲10月22日の講習会で



日　時＝12月８日g午後１時30分～４時
（ボランティアは
午後１時集合）

会　場＝北部体育館
対　象＝障害者と運営
を手伝ってくれる
ボランティア。
ボランティアと

して参加すると、
日本レクリエーシ
ョン協会公認レクリエーション・インス
トラクター資格のための単位が取得でき
ます）

内　容＝ふれ愛ダンス、レクリエーション、
手話ソングなど（内ばきをお持ちください）

申し込み＝11月30日fまでに福祉相談課1３９
・２２１８、FAX３２・０１６０へ

１２月３日～９日は障害者週間、１２月９日は障
害者の日です

ふれ愛ダンスフェスティバル（無料）

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

●
積
雪
期
に
お
け
る
市
民
の

た
め
の
地
震
防
災
講
演
会

日
時
＝
11
月
20
日
c
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中

央
図
書
館
　
参
加
料
＝
無
料

演
題
・
講
師
＝
①
「
積
雪
期
の

地
震
被
害
と
そ
の
課
題
」
・
新

潟
大
学
助
教
授
・
青
山
清
道
さ

ん
②
「
長
岡
市
内
の
『
ゆ
れ
』

や
す
さ
」
・
長
岡
工
業
高
等
専

門
学
校
教
授
・
塩
野
計
司
さ
ん

③
「
あ
な
た
の
家
の
雪
と
地
震

防
災
度
点
検
」
・
新
潟
工
科
大

学
教
授
・
深
澤
大
輔
さ
ん
④「
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
耐

震
性
能
」
・
長
岡
技
術
科
学
大

学
教
授
・
丸
山
久
一
さ
ん
　
定

員
＝
１
９
０
人
　
申
し
込
み
＝

防
災
課
1
39
・
２
２
０
６

●
岩
石
鑑
定
講
習
会
入
門
編

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中

央
公
民
館
工
作
室
　
対
象
＝
中

学
生
以
上
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
　
申
し
込

み
＝
11
月
22
日
e
ま
で
に
科
学

博
物
館
1
32
・
０
５
４
６
へ

●
落
ち
葉
と
冬
芽
観
察
会

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
　
集
合
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車
場
　
対
象
＝

小
学
生
以
上
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
採
集
用
具
、
筆
記
用

具
、
昼
食
、
雨
具
、
防
寒
具

申
し
込
み
＝
11
月
15
日
e
ま
で

に
科
学
博
物
館
1
32
・
０
５
４

６
へ

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
宮
本
町
周
辺
　
集
合
＝
宮

本
町
雪
国
植
物
園
東
口
駐
車
場

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加

料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
観
察
用

具
、
筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝

11
月
15
日
e
ま
で
に
科
学
博
物

館
1
32
・
０
５
４
６
へ

●
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
加
工

日
時
＝
11
月
28
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
　
会
場
＝
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
内
容

＝
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
の
っ
ぺ
加
工

参
加
料
＝
６
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
11
月
10
日
g
午
前
９
時
か

ら
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ

ー
1
34
・
５
３
６
０
へ

●
初
め
て
の
人
の
焼
き
物
教
室

毎
日
使
え
る
自
分
だ
け
の
器

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
１
日
g
、
２
日
a
、

８
日
g
、
１
月
19
日
g
、
２
月

23
日
g
の
午
前
10
時
〜
正
午

（
５
回
コ
ー
ス
）

会
場
＝
中
央

公
民
館
　
対
象
・
定
員
＝
お
お

む
ね
60
歳
未
満
の
陶
芸
初
心
者

35
人
　
参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

（
初
回
に
）
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、

エ
プ
ロ
ン
　
申
し
込
み
＝
11
月

16
日
f
必
着
で
、
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
「
焼
き
物
教
室

参
加
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
て
〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳

原
町
２
の
１
中
央
公
民
館
へ

（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
。

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い

合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
1
32
・

０
４
３
７

●
３
Ｄ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
入
門
講
座

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
３
Ｄ
静
止
画
を
作
成
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
１
日
g
、
２
日
a

の
午
後
１
時
〜
５
時
（
２
回
コ

ー
ス
）

会
場
＝
長
岡
造
形
大

学
　
講
師
＝
長
岡
造
形
大
学
産

業
デ
ザ
イ
ン
学
科
助
教
授
・
土

田
和
也
さ
ん
　
定
員
＝
30
人

対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

が
出
来
る
人
　
申
し
込
み
＝
11

月
20
日
c
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
に
「
３
Ｄ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
入

門
講
座
参
加
希
望
」、

住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の

表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―

０
０

７
２
柳
原
町
２
の
１
中
央
公
民

館
へ
（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１

人
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
1

32
・
０
４
３
７

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●
市
民
体
育
祭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
前
８
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
種
別
＝
９
人
制
一
般
男
・

女
　
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
２
、０

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
11
月
14

日
d
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ

●
市
民
体
育
祭

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日
＝
12
月
６
日
e
〜
９
日
a

時
間
＝
12
月
６
日
e
〜
８
日
g

は
午
後
６
時
か
ら
、
９
日
a
は

午
前
９
時
か
ら
　
会
場
＝
市
民

体
育
館
　
種
別
＝
一
般
男
・
女

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
３
、５
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
11
月
29
日
e

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ

●
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ウ
エ
ル
ネ
ス

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

コ
ー
ス
と
期
日
＝
火
曜
コ
ー
ス

…
11
月
20
日
〜
来
年
３
月
末
の

毎
週
火
曜
日
、
木
曜
コ
ー
ス
…

11
月
22
日
〜
来
年
３
月
末
の
毎

週
木
曜
日
　
時
間
＝
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
募
集
人
数
＝
各

10
人
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長

岡
サ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
用

意
す
る
も
の
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長

岡
施
設
使
用
料
１
回
３
０
０
円

（
年
５
、０
０
０
円
）

会
費
＝

半
年
８
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
11
月
６
日
c
か
ら

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
1
36
・
７
２

０
０
へ

21 20

ス
ポ
ー
ツ�

●
く
ら
し
の
講
座

「
私
た
ち
の
く
ら
し
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
29
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
場
所
＝
３
階
３

０
１
会
議
室
　
講
師
＝
消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
浅
田
浄
江

さ
ん
　
定
員
＝
45
人
　
申
し
込

み
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
32

・
０
０
２
２

●
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

ミ
ニ
ガ
イ
ダ
ン
ス

知
っ
て
お
き
た
い
制
度
（
法

律
、
社
会
保
険
、
税
金
）
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
20
日
c
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
３
階
３
０
１

会
議
室
　
申
し
込
み
＝
長
岡
パ

ー
ト
バ
ン
ク
1
34
・
８
０
１
０

●
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

親
子
で
身
近
な
材
料
を
使
っ

た
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
f
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
　
会
場
＝
ち
び
っ

こ
広
場
　
対
象
＝
満
１
歳
以
上

の
子
ど
も
と
保
護
者
　
持
ち
物

＝
は
さ
み
　
申
し
込
み
＝
11
月

13
日
c
ま
で
に
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
1
39
・
２
７
６
３
へ

●
子
育
て
講
座

「
絵
本
と
親
し
も
う
」

絵
本
の
楽
し
さ
や
選
び
方
を

学
び
ま
す
。
親
子
で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
20
日
c
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
ち

び
っ
こ
広
場
　
申
し
込
み
＝
11

月
16
日
f
ま
で
に
市
民
セ
ン
タ

ー
事
務
室
1
39
・
２
７
６
３
へ

●
広
告
紙
で
遊
ぼ
う

親
子
で
広
告
紙
の
切
り
刻
み

な
ど
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。
当
日

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
23
日
-
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
ち
び
っ

こ
広
場
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
民

セ
ン
タ
ー
事
務
室
1
39
・
２
７

６
３

●
ち
び
っ
こ
広
場
に

子
育
て
相
談
窓
口
を
開
設

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

当
日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福

祉
課
1
39
・
２
２
１
９

●
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球

広
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

英
語
の
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
が

常
勤
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

国
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
話
せ

る
ス
タ
ッ
フ
の
勤
務
は
次
の
と

お
り
で
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
「
地
球
広
場
」
1
39
・
２

７
１
４

●
１
階
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

利
用
者
募
集
（
１
〜
３
月
）

募
集
期
間
＝
平
成
14
年
１
月
９

日
d
〜
４
月
１
日
b

利
用
で

き
る
人
＝
長
岡
広
域
市
町
村
圏

構
成
の
13
市
町
村
の
住
民
。
た

だ
し
、
営
業
行
為
や
政
治
・
宗

教
活
動
に
関
す
る
展
示
は
お
断

り
し
ま
す
。

利
用
料
金
＝
無

料
　
利
用
期
間
＝
水
曜
日
か
ら

翌
週
月
曜
日
ま
で
の
６
日
間

申
し
込
み
＝
11
月
26
日
b
必
着

で
、
は
が
き
に
①
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
使
用
希
望
期
間
（
水
曜
日
〜

翌
週
月
曜
日
の
６
日
間
を
１
単

位
と
し
て
、
必
ず
第
１
希
望
か

ら
第
３
希
望
ま
で
お
書
き
く
だ

さ
い
）
②
団
体
名
、
代
表
者
名

③
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
④
展
示
の
内
容
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―

０
０
６
２
大

手
通
２
の
２
の
６
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
　
問
い

合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務

室
1
39
・
２
７
６
３

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し

期
日�

保
育
士�

幼
児
期
の
子
育
て�

に
つ
い
て�

11／13�
c

栄
養
士�

幼
児
期
の
お
や
つ�

に
つ
い
て�
22�
e

家
庭
児
童�

相  

談  

員�
家
庭
内
で
の
こ
ま�

り
ご
と
に
つ
い
て�
29�
e

保
健
婦�
乳
児
期
の
健
康
に�

つ
い
て�

12／6�
e

内
　
　
容�

担
当�

言
語�

4
・
11
・
18
・
25
�

日
の
各
日
曜
日�

11
・
18
・
25
日
の�

各
日
曜
日�

中
国
語�

ポ
ル
ト
ガ
ル
語�

11
月
の
勤
務
日�

に
い
が
た
長
岡
セ
ン
タ
ー
1
24
・
０

０
５
５

■
ダ
ン
ス
ア
ー
ト

「
ひ
る
え
か
に
も
ど
こ
」

日
時
＝
12
月
８
日
g
①
午
後
２
時
か

ら
②
午
後
７
時
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
４
５
０
人

料
金
＝
全
席
自
由
３
、５
０
０
円
（
当

日
５
０
０
円
増
）

□問
ダ
ン
ス
ア
ー

ト
上
演
実
行
委
員
会
・
佐
藤
さ
ん
1

33
・
５
０
１
３

■
郷
土
史
講
演
会
（
無
料
）

「
雪
村
友
梅
と
西
安
翠
微
寺
跡
」

日
時
＝
12
月
８
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー
ル

講
師
＝
郷
土
史
家
・
高
鳥
一
男
さ
ん

□問
文
書
資
料
室
内
長
岡
郷
土
史
研
究

会
事
務
局
1
36
・
７
８
３
２

■
伊
藤
敏
博

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
12
月
11
日
c
午
後
７
時
開
演

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
料
金
＝

一
般
２
、７
０
０
円
、
小
・
中
・
高
生

１
、５
０
０
円
（
当
日
は
３
０
０
円
増
、

介
助
者
は
無
料
）

□問
渡
辺
さ
ん
1

29
・
１
６
７
３

■
長
岡
第
九
合
唱
団
演
奏
会

日
時
＝
12
月
16
日
a
午
後
２
時
開
演

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
曲
目
＝

ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
ハ
長
調
、
心
の

四
季
、
サ
ッ
ち
や
ん
ほ
か
　
料
金
＝

全
席
自
由
１
、５
０
０
円
（
当
日
３
０

０
円
増
）

□問
長
岡
第
九
合
唱
団
・

佐
藤
さ
ん
1
36
・
０
５
７
３

■
中
国
語
に
再
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
月
４
回
）

会
場
＝
中
央

公
民
館
　
講
師
＝
孫
艾
華
さ
ん
　
対

象
＝
中
国
語
を
１
〜
２
年
勉
強
し
た

人
　
会
費
＝
月
３
、０
０
０
円
　
□申
竹

田
さ
ん
1
35
・
６
１
１
８

■
カ
ク
テ
ル
・
イ
ン
・
ジ
ャ
ズ
タ
イ
ム

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
後
７
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
出

演
＝
金
子
晴
美
（
ボ
ー
カ
ル
）
ほ
か

参
加
料
＝
８
、０
０
０
円
　
□問
6
日
本

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
中
越
支
部
・
小

林
さ
ん
1
36
・
６
６
７
４

■
市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

「
犬
猫
の
正
し
い
し
つ
け
」

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
後
３
時
〜
５

時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
講
師
＝
酪

農
学
園
大
学
助
教
授
・
内
田
佳
子
さ

ん
　
定
員
＝
96
人
　
□申
新
潟
県
獣
医

師
会
1
０
２
５
・
２
８
４
・
９
２
９
８

■
新
潟
県
雇
用
・
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
＝
11
月
20
日
c
午
後
１
時
45
分

〜
４
時
　
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所

演
題
＝
「
構
造
改
革
に
み
る
雇
用
問

題
と
企
業
経
営
」

講
師
＝
慶
応
義

塾
大
学
商
学
部
教
授
・
樋
口
美
雄
さ

ん
　
定
員
＝
１
２
０
人
　
参
加
料
＝

無
料
　
□申
長
岡
労
政
事
務
所
1
38
・

２
５
４
７
、
長
岡
商
工
会
議
所
1
32

・
４
５
０
０

■
歴
史
講
演
会
「
日
蓮
聖
人
と
越
後
」

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
　
講
師
＝

法
華
寺
（
稽
古
町
）
住
職
・
中
村
義

昭
さ
ん
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
　
□問

古
志
の
会
・
亀
川
純
一
さ
ん
1
32
・

１
０
４
９

■
市
民
生
協
ま
つ
り

日
時
＝
11
月
25
日
a
午
前
11
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
内

容
＝
市
民
生
協
に
い
が
た
の
取
り
組

み
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お

楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
物
品
販
売
な
ど
　
□問
市
民
生
協

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

▲昨年のフェスティバ
ルで
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●
飼
い
主
は
猫
に
も
首
輪
を

最
近
、
野
良
猫
が
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
荒
ら
し
た
り
、
家

に
入
り
込
ん
だ
り
す
る
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
心
な
い
飼
い

主
に
よ
り
、
捨
て
ら
れ
る
猫
が

増
え
て
い
る
た
め
で
す
。

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
避

妊
や
去
勢
を
す
る
な
ど
し
て
、

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
と
し
て
、
万
が
一
の

事
故
や
災
害
時
に
猫
の
消
息
を

把
握
す
る
た
め
に
も
連
絡
先
を

記
載
し
た
首
輪
な
ど
、
猫
の
身

元
が
わ
か
る
よ
う
な
目
印
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

●
し
尿
の
く
み
取
り
は

降
雪
前
に

例
年
12
月
は
、
し
尿
く
み
取

り
の
申
し
込
み
が
集
中
し
、
作

業
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

降
雪
が
重
な
る
と
、
作
業
も
困

難
に
な
り
ま
す
。

降
雪
前
の
早
い
時
期
の
く
み

取
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
特

に
大
型
便
槽
は
11
月
中
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
型
の
く
み
取
り
車

や
長
い
ホ
ー
ス
が
必
要
な
場
合

は
、
日
数
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
＝
環
境
業
務
課
1
24

・
２
８
３
７

●
救
急
講
習
会
（
無
料
）

心
肺
そ
生
法
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
会
で

す
。
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は

「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を

交
付
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
a
午
前
９
時

〜
正
午
　
会
場
＝
六
日
市
公
民

館
　
定
員
＝
50
人
　
申
し
込
み

＝
消
防
署
救
急
係
1
35
・
２
１

９
３

障
害
者
の
み
な
さ
ん

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
み

ま
せ
ん
か

在
宅
の
身
体
・
知
的
障
害
者

の
み
な
さ
ん
が
、
身
近
に
使
え

る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
機
器

（
障
害
に
対
応
し
た
周
辺
機
器
、

ソ
フ
ト
を
含
む
）
を
市
内
各
障

害
施
設
等
に
設
置
し
ま
し
た
。

利
用
料
は
無
料
で
す
（
消
耗

品
費
等
は
実
費
）。

利
用
の
申
し
込
み
は
、
各
設

置
施
設
へ
ど
う
ぞ
。

■
Ｊ
Ｂ
Ｌ
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ
２
０
０
１

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー
グ

期
日
＝
11
月
18
日
a

試
合
時
間
＝

①
市
内
小
・
中
学
選
抜
試
合
…
午
前

10
時
か
ら
②
日
本
リ
ー
グ
（
新
潟
対

豊
田
通
商
）
…
正
午
か
ら
③
ス
ー
パ

ー
リ
ー
グ
（
東
芝
対
ア
イ
シ
ン
）
…

午
後
２
時
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
入
場
料
（
前
売
り
券
）
＝
指
定

（
一
階
席
）
２
、５
０
０
円
、
自
由
一

般
・
高
校
生
（
２
階
席
）
１
、５
０
０

円
、
自
由
小
・
中
学
生
（
２
階
席
）

１
、０
０
０
円
（
当
日
は
各
５
０
０
円

増
し
）

□問
長
岡
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
・
高
木
さ
ん
1
46
・
２
１

１
２

■
冬
季
中
学
生
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

日
時
＝
12
月
４
日
〜
来
年
３
月
26
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
30

分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館
大
ア
リ
ー

ナ
　
定
員
＝
20
人
程
度
（
小
学
６
年

生
も
可
）

参
加
料
＝
１
０
、０
０
０

円
（
初
回
に
）

□申
11
月
10
日
g
か

ら
南
部
体
育
館
1
39
・
３
６
０
０
へ

□問
長
岡
市
テ
ニ
ス
協
会
・
石
原
さ
ん

1
29
・
１
４
８
９

■
平
成
14
年
家
計
簿
を
販
売
し
ま
す

期
日
＝
11
月
27
日
c
か
ら
　
価
格
＝

４
０
０
円
　
販
売
部
数
＝
60
冊

販

売
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
内
県
消
費
者
協
会
長
岡
支

部
事
務
局
1
32
・
０
０
２
２

■
冬
に
備
え
て

女
性
ク
ル
マ
点
検
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
10
日
b
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
定
員
＝
30
人
　
内
容
＝
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
点
検
、
タ
イ

ヤ
交
換
ほ
か
　
会
場
・
申
し
込
み
＝

●
秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
〜
15
日

全
国
統
一
防
火
標
語

「
た
し
か
め
て
。
火
を
消
し
て

か
ら
　
次
の
こ
と
」

担
当
＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35

・
２
１
９
０

●
地
下
水
揚
水
量
調
査
に

ご
協
力
を

市
内
で
、
現
在
使
用
し
て
い

る
井
戸
を
お
持
ち
の
人
す
べ
て

を
対
象
に
、
地
下
水
揚
水
量
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
井
戸
の
深
さ
、

設
置
本
数
、
使
用
用
途
、
揚
水

ポ
ン
プ
規
格
な
ど
を
調
査
し
、

今
後
の
地
下
水
対
策
を
進
め
る

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。

11
月
初
旬
か
ら
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
政
策
課
1

25
・
０
８
２
３
〜
０
８
２
５

●
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑
誌
・

チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー
ル
）
収
集

に
ご
協
力
を
！

新
聞
紙
、
雑
誌
・
チ
ラ
シ
、

段
ボ
ー
ル
な
ど
の
資
源
物
は
、

雨
な
ど
で
ぬ
れ
る
と
資
源
に
な

り
ま
せ
ん
。
雨
や
雪
が
降
る
日

は
、
な
る
べ
く
出
さ
な
い
で
、

翌
月
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、「
出
す
日
時
」
を
確
認

し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
雨
や
雪
の
日
で
も
町

内
会
等
で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
管
理
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
は
、

雨
よ
け
用
と
し
て
ビ
ニ
ー
ル
の

シ
ー
ト
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

必
要
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
し
た
ら
町
内
会
を
通
し

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

●
消
火
器
の
無
料
点
検

家
庭
に
あ
る
古
い
消
火
器
の

無
料
点
検
や
老
朽
消
火
器
の
有

料
回
収
（
１
本
１
、０
０
０
円
）

を
行
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど

う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
10
日
g
、
11
日
a

午
後
１
時
〜
４
時
　
会
場
＝
消

防
署
（
西
千
手
１
）、
消
防
署
西

出
張
所
（
関
原
町
１
）

問
い

合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課
1

35
・
２
１
９
０

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�
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●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

う
よ
う
に
横
を
向
い
て
咲
く
花

姿
か
ら
、
「
思
い
草
」
と
い
う

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
名
で
登
場
し

て
い
ま
す
。

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
、
イ

ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
約
10
種

が
自
生
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
そ
の
う
ち
の
２
種
が
自
生

し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
一
年
草
で
す
か
ら
、

毎
年
、
寄
生
主
の
根
に
タ
ネ
を

付
着
さ
せ
る
こ
と
で
育
ち
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
寄
生
す
る
植
物
）
ス
ス
キ
、

チ
ガ
ヤ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
ミ

ョ
ウ
ガ
、
フ
ウ
チ
ソ
ウ
、
ハ
ラ

ン
、
イ
ワ
ギ
ボ
ウ
シ
な
ど
に
寄

生
し
ま
す
。

一
般
的
に
鉢
植
え
と
し
て
楽

し
む
と
き
は
、
草
丈
の
低
い
ヤ

ク
シ
マ
ス
ス
キ
を
利
用
し
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
１
、
２
年
栽
培

し
て
根
張
り
を
強
く
し
た
株
の

根
に
寄
生
さ
せ
ま
す
。

庭
植
え
の
場
合
は
、
ス
ス
キ

類
や
ミ
ョ
ウ
ガ
の
根
な
ど
に
寄

生
さ
せ
ま
す
。
一
度
生
え
た
場

所
で
は
、
生
育
が
よ
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

（
鉢
植
え
の
用
土
）
水
は
け
の

よ
い
山
砂
、
桐
生
砂
、
赤
玉
土

の
単
用
か
、
そ
の
混
合
土
に
腐

葉
土
を
入
れ
て
使
い
ま
す
。
平

鉢
作
り
な
ど
で
は
、
ケ
ト
土
を

使
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（
タ
ネ
の
ま
き
方
）
晩
夏
か
ら

秋
に
咲
い
た
花
を
見
つ
け
て
お

き
ま
す
。
サ
ヤ
が
黒
っ
ぽ
く
な

っ
た
ら
採
取
し
て
、
２
、
３
日

乾
燥
さ
せ
る
と
中
か
ら
黄
色
い

ケ
シ
粒
ほ
ど
の
タ
ネ
が
と
れ
ま

す
。と

れ
た
タ
ネ
を
寄
生
主
の
根

元
を
露
出
さ
せ
、
こ
す
り
つ
け

る
よ
う
に
し
て
ま
き
ま
す
。

ま
た
、
タ
ネ
を
水
ゴ
ケ
や
脱

脂
綿
に
ま
ぶ
し
て
団
子
状
に
丸

め
、
寄
生
主
の
根
元
に
ピ
ン
セ

ッ
ト
で
深
さ
２
b
く
ら
い
の
穴

を
掘
り
、
埋
め
込
む
の
も
確
実

な
方
法
で
す
。
い
ず
れ
の
場
合

に
も
雨
や
水
や
り
で
タ
ネ
が
流

さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

早
春
に
ま
い
て
も
よ
い
の
で

す
が
、
秋
の
と
り
ま
き
を
す
る

と
タ
ネ
の
保
存
に
手
間
が
省
け

ま
す
。

ま
た
、
鉢
植
え
で
は
ナ
ン
バ

ン
ギ
セ
ル
の
タ
ネ
を
多
く
ま
き

す
ぎ
る
と
、
寄
生
主
が
負
け
て

枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
置
き
場
所
）
ス
ス
キ
が
寄
生

主
の
場
合
は
、
西
日
を
避
け
て

育
て
た
方
が
花
色
が
よ
く
な
り

ま
す
。

（
水
や
り
）
ス
ス
キ
は
雑
草
で

す
か
ら
、
夏
は
一
日
に
一
回
た

っ
ぷ
り
や
る
程
度
で
よ
い
で
し

ょ
う
。
冬
季
は
１
週
間
に
１
、

２
度
の
水
や
り
を
し
て
乾
燥
を

防
ぎ
、
ス
ス
キ
を
枯
ら
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

（
肥
料
）
肥
料
を
与
え
す
ぎ
る

と
、
ス
ス
キ
が
大
き
く
な
り
す

ぎ
て
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
と
調
和

が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

春
と
秋
に
置
き
肥
を
施
し
、

寄
生
主
で
あ
る
ス
ス
キ
な
ど
の

株
を
元
気
に
育
て
ま
す
。

ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
（
南
蛮
煙

管
）
は
ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
の
一
年

草
で
、
全
国
各
地
に
広
く
自
生

し
て
い
ま
す
。
室
町
か
ら
江
戸

時
代
の
こ
ろ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や

ス
ペ
イ
ン
（
当
時
は
南
蛮
と
呼

ば
れ
た
）
の
船
員
が
口
に
く
わ

え
て
い
た
、
マ
ド
ロ
ス
パ
イ
プ

に
似
た
草
姿
を
し
て
い
る
の
で

こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

万
葉
集
に
は
、
草
陰
に
物
思

寄
生
植
物
の
南
蛮
煙
管
を
ご
存
知
で
す
か

晩
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
日
当
た
り
の
よ
い
草
地
で
、
ス
ス
キ

な
ど
の
根
元
に
赤
褐
色
で
煙
管
の
よ
う
な
形
を
し
た
奇
妙
な
植

物
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
花
は
、
植
物
の

根
に
寄
生
す
る
寄
生
植
物
の
一
種
で
す
。

今
月
は
、
南
蛮
煙
管
の
紹
介
で
す
。
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問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

公的な団体だと思って講演を聞き、
ミキサーを買ったのに…

Ｑ：　町内の公民館で行わ
れる健康に関する講演
会の主催が「新潟県○
○所」だったので、公
的な団体だと思って聞
きに行った。話の中で
「大豆をミキサーで豆
乳にして飲むと体によ
い」という話があり、
その団体からミキサー
を買ったが、本当に公的な団体なのか不信だ。

Ａ：　この事例の団体は、団体名の頭に「新潟県」
とありましたが、新潟県とは無関係でした。
このようにまぎらわしい名前の団体もありま
すので、ご注意ください。
また、市役所などの公的な機関を名乗って
会社に電話をかけ、社員の名前等を聞き出し、
後から社員あてにダイレクトメールが送られ
てきたりすることがあります。このようなと
きは、答えられないと断るか、「後ほどこち
らからかけなおしますので、電話番号を教え
てください」と聞き返すのが効果的です。

﹇
設
置
施
設
﹈

●

長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
水
道
町
３
）1
33
・
６
０
０
０

●

桐
樹
園
（
西
津
町
）

1
47
・
２
２
０
０

●

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台

（
王
番
田
町
）1
28
・
８
８
０
０

●

さ
ん
わ
工
房
（
三
和
１
）

1
37
・
０
４
４
０

●

桜
花
園
（
西
津
町
）

1
47
・
５
５
２
５

●

も
み
の
木
工
房
（
東
新
町
１
）

1
37
・
２
７
８
０

●

も
み
の
木
工
房
分
場
（
東
新

町
１
）
1
37
・
６
６
１
８

●

か
き
の
み
園
（
柿
町
）

1
36
・
９
０
０
９

担
当
＝
福
祉
相
談
課
1
39
・
２

２
１
８

11
月
30
日
f
ま
で
に
新
潟
県
自
動
車

整
備
振
興
会
長
岡
支
所
（
摂
田
屋
町
）

1
22
・
１
１
１
０
へ

■
実
践
・
心
理
学
講
座

「
不
登
校
、
保
健
室
登
校
、
遅
刻

の
目
立
つ
子
の
理
解
と
対
応
」

日
時
＝
12
月
８
日
g
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　
講

師
＝
21
世
紀
母
親
研
究
所
、
上
級
教

育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
坂
本
州
子
さ
ん

受
講
料
＝
２
、０
０
０
円
　
定
員
＝
50

人
　
□申
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
〒
９
５
４
―

０
０
５
１
見

附
市
本
所
１
の
22
の
37
五
十
嵐
淳
至

さ
ん
1
・
FAX
63
・
４
２
６
６
（
電
話

は
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
）、Ｅ

メ
ー
ルG

H
B
00754@

nifty.ne.jp

へ

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲長岡市社会福祉セン
ターで（10月22日）

な
ん
ば
ん

ぎ

せ
る
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

●
60
歳
を
過
ぎ
て
も
国
民
年
金

に
任
意
加
入
で
き
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や

未
納
な
ど
が
あ
っ
て
満
額
の
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、
60

歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
30
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
、
70
歳
ま
で
特
例
的
に
加

入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

●
低
所
得
の
世
帯
に

除
雪
費
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
、
母
子
、
障
害
者
世

帯
等
で
、
除
雪
を
す
る
労
力
が

な
く
、
一
定
の
基
準
未
満
の
所

得
で
あ
る
世
帯
に
対
し
、
除
雪

費
を
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
同
居
・
別
居
に
か
か

わ
ら
ず
、
親
族
、
近
親
者
の
援

助
が
得
ら
れ
る
世
帯
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

事
前
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
区
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
通
じ
て
12
月
28
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
お
近
く
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
ま
た
は
福
祉

総
務
課
1
39
・
２
２
１
７
へ

●
長
岡
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
長
、
助
役
、
収
入
役
お
よ

び
市
議
会
議
員
の
特
別
職
の
報

酬
等
の
金
額
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
８
人
）

任
期
＝
平

成
13
年
12
月
15
日
〜
平
成
15
年

12
月
14
日
　
報
酬
＝
会
議
１
回

に
つ
き
９
、１
０
０
円
（
税
込
み
）

応
募
資
格
＝
平
成
13
年
12
月
15

日
現
在
、
市
内
に
居
住
す
る
20

歳
以
上
の
人
で
特
別
職
の
報
酬

■
双
子
を
持
つ
親
の
会

チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ

未
就
園
児
の
双
子
、
三
つ
子
を
育

て
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。
出
産
予
定
の
人
も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
12
日
b
、
12
月
10
日
b
、

平
成
14
年
１
月
21
日
b
、
２
月
12
日

c
、
３
月
11
日
b
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
３
階

参
加
料
＝
無
料
　
□問
健
康
課
1
32
・

５
０
０
０

■
ハ
イ
ブ
長
岡
・
交
流
サ
ロ
ン

交
流
サ
ロ
ン
の
貸
し
出
し
を
始
め

ま
す
。
重
要
な
会
議
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

予
約
は
３
時
間
以
上
か
ら
で
す
。

収
容
人
員
＝
テ
ー
ブ
ル
22
人
、
補
助

10
人
　
料
金
（
１
時
間
当
た
り
）
＝

昼
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
…
平

日
５
、０
０
０
円
、
土
・
日
・
休
日
…

５
、５
０
０
円
、
夜
（
午
後
５
時
〜
９

時
）
…
平
日
６
、５
０
０
円
、
土
・
日

・
休
日
…
７
、１
５
０
円
　
□問
ハ
イ
ブ

長
岡
1
27
・
８
８
１
２

■
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

育
児
、
介
護
な
ど
の
理
由
で
退
職

し
、
将
来
的
に
再
就
職
を
希
望
し
、

２
日
間
参
加
で
き
る
人
が
対
象
で
す
。

６
カ
月
の
お
子
さ
ん
か
ら
の
託
児
が

あ
り
ま
す
（
先
着
６
人
）。

日
時
＝
12
月
６
日
e
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
、
７
日
f
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
中
央

公
民
館
　
内
容
＝
１
日
目
…
テ
ー
マ

「
資
格
を
と
っ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」、

講
義
、
体
験
発
表
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
、
２
日
目
…
テ
ー
マ
「
再
就
職
へ

の
プ
ラ
ン
づ
く
り
」、

講
義
、
ワ
ー

’

等
に
興
味
が
あ
り
、
年
に
１
〜

３
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人
（
原
則
平
日
昼
間

開
催
）。
た
だ
し
、
公
務
員
、

長
岡
市
の
審
議
会
・
委
員
会
の

委
員
を
務
め
て
い
る
人
は
除
き

ま
す
。

応
募
方
法
＝
所
定
の

申
込
書
と
「
特
別
職
の
報
酬
等

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
レ
ポ

ー
ト
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添

え
て
、
〒
９
４
０
―

８
５
０
１

幸
町
２
の
１
の
１
人
事
課
へ
郵

送
。
Ｅ
メ
ー
ルjinji@

city.nag
aoka.niigata

.jp

で
も
受
け
付

け
ま
す
。
申
込
書
は
電
話
で
郵

送
を
希
望
す
る
か
、
長
岡
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
＝
11
月
30
日
f
（
当

日
消
印
有
効
）

提
出
さ
れ
た
申
込
書
、
レ
ポ

ー
ト
、
面
接
で
選
考
し
ま
す
。

面
接
日
は
応
募
者
に
通
知
し
ま

す
（
12
月
上
旬
予
定
）。

問
い
合
わ
せ
＝
人
事
課
1
39
・

２
２
０
１

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

会
場
・
実
施
時
間
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
健
康
課
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
寝
た
き
り
の
人
の
結
核
検
診

後
日
、
喀
た
ん
容
器
を
送
り

ま
す
。
提
出
日
の
朝
、
採
た
ん

を
し
、
指
定
の
場
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
寝
た
き
り
や
歩
行
困
難

等
で
、
集
団
で
の
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
人

提
出
日
＝
12
月
５
日
d

提
出

場
所
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
、
長
岡

保
健
所
、
各
地
区
公
民
館
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
料
金

＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
11
月
27

日
c
ま
で

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

12
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
８
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
２
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

●
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

健
康
診
査
な
ど
で
、
肥
満
度

20
％
以
上
ま
た
は
高
脂
血
症（
血

液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中

性
脂
肪
が
多
い
）
と
診
断
さ
れ

た
人
を
対
象
に
運
動
指
導
や
食

事
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
f
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
体

脂
肪
測
定
、
運
動
指
導
、
調
理

実
習
、
講
義
「
内
臓
肥
満
撃
退

！
血
液
を
さ
ら
さ
ら
キ
レ
イ
に

保
つ
た
め
に
」

定
員
＝
40
人

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
11
月
13
日
c
ま
で

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

25 24

手
続
き
・�

制
　
度�

募
　
集�
ク
シ
ー
ト
（
適
職
発
見
編
）、

交
流

会
　
定
員
＝
20
人
　
□申
7
21
世
紀
職

業
財
団
新
潟
事
務
所
1
０
２
５
・
２

４
９
・
５
６
６
０

■
長
岡
・
小
千
谷
地
区

合
同
就
職
面
接
会

平
成
14
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予

定
者
、
一
般
求
職
者
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
11
月
14
日
d
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
内

容
＝
参
加
企
業
と
の
個
別
面
談
　
□問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会

心
に
病
を
持
つ
人
の
家
族
と
精
神

保
健
・
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人
の
会

で
す
。
研
修
や
学
習
を
通
し
て
、
病

気
や
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
＝
11
月
９
日
f
、
12
月
14
日
f

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

□問
介
護
保
険
課
内
精
神
障
害
者
家
族

会
事
務
局
1
39
・
２
２
４
５

■
訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

３
級
課
程
養
成
研
修
（
無
料
）

期
日
＝
講
義
・
実
技
…
12
月
10
日
・

12
日
・
13
日
・
18
日
・
19
日
・
21
日
、

平
成
14
年
１
月
７
日
・
８
日
（
８
日

間
）、
実
習
…
平
成
14
年
１
月
〜
２
月

中
の
１
日
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長

岡
ほ
か
　
定
員
＝
30
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

□申
11
月
20
日
c
ま
で
に

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
、
「
訪
問
介
護
員

３
級
課
程
養
成
研
修
希
望
」
を
、
返

信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

８
５
５
０

今
朝
白
２
の
７
の
25
Ｊ
Ａ
越
後
な
が

お
か
福
祉
生
活
課
1
35
・
１
３
０
４

へ

健  

康�

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.10.１（前月比）

191,606人 94,192人 97,414人 65,697世帯
（－39） （＋1）（＋12）（－51）

太田小・中学校では、小中一貫の９年間で、両校が連携し
て個性を生かし卓越性を伸ばすという特色あるオープンスク
ールを実施しています。このオープンスクールに、平成14年
４月から通学を希望する児童・生徒を募集します。
対象＝太田小・中学校の教育活動に賛同し、かつ１年間以上
の通年通学ができ、原則として路線バスを利用して通学でき
る児童・生徒　募集学年＝小学校・中学校の各学年　募集期
間＝11月12日b～12月21日f 学校見学会＝11月20日c①説
明会…午前10時40分から１時間程度②授業参観…午前８時30
分から
詳しくは、学校教育課（市役所５階）と市立の各小・中学
校に用意してある募集案内をご覧ください。
各校の概要はホームページでどうぞ。

●太田小学校　http://www.kome100.ne.jp/ohta-es/
●太田中学校　http://www.kome100.ne.jp/ohta-jhs/
●長岡市ホームページ（暮らしのガイド・学校教育課・太田小
中学オープンスクール）http://www.city.nagaoka.niigata.jp

問い合わせ＝学校教育課1３９・２２３９

問い合わせ＝用地管財課1３９・２２１１

太田小学校・中学校オープンスクール
児童・生徒を募集します　

長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

入
賞
作
品
決
定
！

長
岡
ら
し
い
お
み
や
げ
品
は
、

ど
ん
な
も
の
？

新
し
い
長
岡
の
お
み
や
げ
品

の
開
発
に
役
立
て
よ
う
と
開
催

さ
れ
た
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
審
査

が
行
わ
れ
、
入
賞
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た
。

今
年
の
応
募
数
は
、
小
・
中

学
生
部
門
が
３
５
１
点
、
一
般

部
門
が
１
３
１
点
の
計
４
８
２

点
で
し
た
。

入
賞
作
品
は
今
後
、
商
品
と

し
て
実
用
化
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
11
月

21
日
d
〜
27
日
c
ま
で
、
な
が

お
が
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

工事中の市役
所正面駐車場付
近

▲

期
日�

ジ
ャ
ス
コ�

長 

岡 

店�

午
前
10
時
〜
正
午
、�

午
後
1
時
〜
4
時�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
0
時
30
分
〜
4
時�

ダ
イ
エ
ー�

長 

岡 

店�

12／1�
g

8�
g

ス
ー
パ
ー�

セ
ン
タ
ー�

ム 

サ 

シ�

長 

岡 

店�

午
前
10
時
〜
正
午
、�

午
後
1
時
〜
4
時�

午
前
10
時
〜
正
午
、�

午
後
1
時
〜
4
時�

J
R
長
岡
駅�

（
大
手
口
）�

16�
a

24
（　）�休�

会
　
場�

時
　
　
間�

一般部門　最優秀賞
ネクタイ「花火柄」「米百俵」
（水道町５・斉藤尚子さん）

小・中学生部門
最優秀賞
かえんどきのアロマキャンドル
（西片貝町・井木愛恵さん）

市役所正面駐車場が広くなります
利用しやすい市役所をめざして、庁舎等を
整備しています。
［現在行っている工事］
● 市役所正面駐車場、庁舎前広場（一部市立
劇場周辺）の拡張工事

［これから行う工事］
● 庁舎南側歩道に雁木を設置する工事
●正面玄関スロープに屋根を設置する工事
●視覚障害者の方のための「音声標識ガイド
装置」、「触知図案内板」の設置工事

●正面玄関の階段に手すりを設置する工事

駐車場の整備は11月いっぱい、雁木等の設
置工事は12月中ころまでの予定です。
工事は、来庁するみなさんの車や歩行通路
を確保しながら進めます。
ご迷惑をおかけしますが、みなさんのご理
解とご協力をお願いします。



長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

窓
口
で
　
□申
11
月
５
日
b
〜
15
日
e

（
土
・
日
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
同
校
事
務
部
窓
口
1
32

・
４
９
５
６
へ
（
郵
送
不
可
）

■
み
の
わ
の
里
臨
時
職
員
募
集

採
用
予
定
日
＝
①
平
成
14
年
１
月
４

日
②
平
成
14
年
４
月
１
日
　
職
種
と

人
員
＝
①
調
理
員
助
手
１
人
②
生
活

指
導
員
助
手
３
人
、
調
理
員
助
手
１

人
　
対
象
＝
平
成
14
年
１
月
１
日
現

在
で
18
歳
〜
25
歳
。
生
活
指
導
員
助

手
は
生
活
指
導
員
、
調
理
員
助
手
は

栄
養
士
ま
た
は
調
理
師
の
資
格
が
あ

れ
ば
な
お
よ
い
　
試
験
日
＝
11
月
18

日
a

□申
11
月
９
日
f
ま
で
に
所
定

の
職
員
採
用
試
験
申
込
書
を
〒
９
４

９
―

５
４
１
６
三
島
郡
越
路
町
大
字

不
動
沢
１
２
６
の
３
社
会
福
祉
法
人

中
越
福
祉
会
み
の
わ
の
里
1
92
・
２

５
０
０
へ

■
神
田
診
療
所
健
康
講
座
（
無
料
）

日
時
＝
12
月
５
日
d
午
後
２
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
新
町
公
民
館
　
演

題
＝
痴
呆
の
話
　
講
師
＝
神
田
診
療

所
所
長
・
星
野
智
さ
ん
　
□問
神
田
診

療
所
1
32
・
２
８
８
７

■
引
き
こ
も
り
に
関
す
る
講
演
会

日
時
＝
12
月
８
日
g
午
後
２
時
〜
５

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
講
師
＝

精
神
科
医
学
博
士
・
斉
藤
環
さ
ん

定
員
＝
１
０
０
人
　
参
加
料
＝
２
、０

０
０
円
　
□問
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
な

が
お
か
・
吉
成
さ
ん
1
・
FAX
35
・
１

１
８
６

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
12
日
b
、
12
月
10
日
b

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
保
健
所
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に

よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

□申
長
岡
保
健
所
地
域
保
健
課
1
33
・

４
９
３
１

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●
糖
尿
病
教
室
（
後
期
）

糖
尿
病
を
正
し
く
知
り
、
上

手
に
つ
き
あ
う
方
法
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
賢
く
食
べ
て
楽
し
く

動
こ
う
！
４
回
１
コ
ー
ス
の
教

室
で
す
。

対
象
＝
糖
尿
病
、
糖
尿
病
の
疑

い
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
人
ま
た

は
希
望
者
　
日
時
＝
11
月
30
日

f
、
12
月
７
日
f
・
18
日
c
、

平
成
14
年
２
月
７
日
e
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
　
会

場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝

医
師
・
栄
養
士
の
講
義
、
調
理

実
習
、
軽
い
運
動
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
　
定
員
＝
40
人

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
調
理

実
習
材
料
費
）

申
し
込
み
＝

11
月
16
日
f
ま
で

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●
転
ば
ぬ
先
の
健
康
教
室（
無
料
）

〜
ふ
ら
つ
き
知
ら
ず
で

元
気
い
き
い
き

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
で
つ
ま

ず
い
た
り
、
実
際
に
転
倒
し
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

転
ば
な
い
体
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
＝
¡
長
岡
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

セ
ン
タ
ー
™
北
部
体
育
館
　
講

師
＝
¡
健
康
課
保
健
婦
、
運
動

指
導
員
™
6
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
公
認
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指

導
員
・
柿
倉
豊
史
さ
ん
ほ
か

申
し
込
み
＝
11
月
16
日
f
ま
で

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
健
康
相
談
室

足
腰
の
筋
力
を
つ
け
る
た
め

の
運
動
、
中
高
年
の
心
身
の
悩

み
・
介
護
の
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

〔
長
岡
市
市
政
功
労
者
顕
彰
等
　

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
表
彰
　

さ
れ
る
方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

池
田
　
新
一
（
七
日
町
）

五
十
嵐
清
光
（
関
原
町
２
）

大
地
　
正
幸
（
川
崎
６
）

小
山
　
　
忠
（
土
合
５
）

近
藤
　
唯
一
（
渡
沢
町
）

小
熊
　
正
志
（

潟
４
）

〔
長
岡
市
表
彰
条
例
に
よ
り

表
彰
さ
れ
る
方
〕

▼
全
国
伝
統
的
工
芸
品
仏
壇
仏

具
展
に
お
い
て
通
商
産
業
大
臣

賞
を
は
じ
め
連
続
し
て
入
賞
さ

れ
た
功
績

@
廣
川
仏
壇
店（

関
原
町
５
）

▼
多
年
に
わ
た
り
献
血
を
続
け

ら
れ
た
功
績

井
上
　
　
昇
（
昭
和
１
）

小
野
塚
幸
三
（

潟
２
）

駒
形
　
弥
生
（
川
崎
６
）

境
　
　
正
浩
（
南
七
日
町
）

櫻
井
　
　
明
（
宮
内
５
）

芝
崎
　
大
祐
（
原
町
１
）

杉
本
　
裕
司
（
殿
町
３
）

橋
　
真
一
（
中
沢
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

小
島
　
義
雄
（
今
朝
白
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
町
内
会
長
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

甲
野
　
典
雄
（
水
道
町
１
）

宮
島
　
秀
二
（
宝
１
）

横
山
　
三
六
（
宮
内
７
）

▼
多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

石
原
　
祐
六
（
宮
内
７
）

伊
津
清
三
郎
（
袋
町
３
）

矢
島
誠
之
輔
（
神
田
町
２
）

吉
田
　
龍
二
（
表
町
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

白
井
　
陽
子
（
地
蔵
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

五
十
嵐
　
腆
（
宮
本
町
２
）

神
林
日
出
子
（
石
内
２
）

酒
井
キ
ユ
イ
（
南
町
１
）

丸
山
　
林
松
（
台
町
１
）

山
本
　
政
一
（
宮
栄
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し

て
尽
く
さ
れ
た
功
績

近
藤
　
久
　
（
宮
内
１
）

町
永
　
久
雄
（
新
保
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
少
年
補
導
員

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

上
原
ヒ
サ
子

（
希
望
が
丘
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し

て
尽
く
さ
れ
た
功
績

八
百
枝
　
浩
（
長
町
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

佐
藤
　
孝
治
（
東
神
田
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

相
澤
　
直
人（

大
積
千
本
町
）

安
藤
　
松
信
（
十
二
潟
町
）

五
井
　
辰
夫
（
十
日
町
）

中
村
　
栄
光
（
古
正
寺
町
）

松
本
　
雅
敏
（
宮
本
町
４
）

〔
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒
　

賞
規
則
に
よ
り
表
彰
さ
れ
る
　

方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
活

動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

高
島
老
人
ク
ラ
ブ

（
高
島
町
）

井
上
　
　
登
（
新
町
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
手
話
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功

績
佐
藤
　
和
子
（
昭
和
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
ら
れ

た
功
績

松
村
ゆ
き
ゑ
（
旭
町
１
）

横
山
　
武
男
（
山
田
３
）

若
月
　
ト
キ
（
草
生
津
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
ら
れ

た
功
績

佐
藤
由
美
子
（
南
町
２
）

■
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド

養
成
講
座
（
無
料
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
は
、

長
岡
を
訪
れ
る
人
々
や
長
岡
の
歴
史

・
観
光
を
学
ぶ
団
体
に
、
観
光
史
跡

な
ど
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
員
＝
20
人
（
受
講
後
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
で
き
る
人
）

対
象
＝
18
歳

以
上
（
学
生
除
く
）

□申
11
月
14
日

d
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
勤
務
先
、

連
絡
先
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
長
岡

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
1
32
・
１

１
８
７
、
FAX
31
・
１
７
７
７
（
土
・
日
は

駅
観
光
案
内
所
1
・
FAX
36
・
３
５
２
０
）

へ■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
長
岡
小
学
校
児
童
募
集

募
集
人
数
＝
１
年
生
80
人
、
２
〜
５

年
生
若
干
名
　
対
象
＝
市
内
ま
た
は

近
隣
市
町
村
で
通
学
に
適
切
な
範
囲

（
片
道
お
お
む
ね
１
時
間
以
内
）
に

保
護
者
と
居
住
し
て
い
る
児
童
　
募

集
要
項
・
願
書
配
布
＝
11
月
１
日
e

〜
15
日
e
（
土
・
日
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
に
直
接
同
校
事
務
部

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

27 26

健  

康�

期
日�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

中
高
年
の
心
身
の
悩�

み
や
介
護
家
族
の
ス�

ト
レ
ス
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

臨
床
心
理
士�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

寝
た
き
り
や
痴
呆
予�

防
、健
康
管
理
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

保
健
婦�

11/8�
e

22�
e

相
談
内
容�

担
　
当�

期
日�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

栄
養
士�

保
健
婦�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

心
の
健
康�

11／21�
d

12／5�
d

内
　
容�

担
　
　
当�

期日�①11／20c②22e

内
　
　
　
容�

講
話
…
何
故
転
ぶ
？
転
ば
な�

　
い
た
め
の
お
話�

実
技
…
転
ば
な
い
度
を
測
っ�

　
て
み
ま
し
ょ
う
！
（
健
脚�

　
度
テ
ス
ト
）�

　
転
ば
ぬ
先
の
杖
体
操
・
心�

　
と
体
の
体
操�

講
話
…
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
用�

実
技
…
暮
ら
し
の
中
に
運
動�

　
を
取
り
入
れ
よ
う�

　
正
し
い
歩
き
方
を
マ
ス
タ�

　
ー
し
よ
う
！�

11月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

生活習慣病を予防するため
毎日の生活を見直しましょう

・食事はいろいろな栄養素を
バランスよく
・日常生活のなかに程よい運動を
・１日の疲れはその日のうちに解消
・喫煙は節煙へ。できれば禁煙へ
・飲酒はほどほどに

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 33・3111）�
（1 28・3600）�
（1 35・3700）�

長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�

  3日-・18日a�
4日a・23日-
11日a・25日a

（1 35・3700）�
（1 33・3111）�
（1 28・3600）�

長
岡
市
表
彰

晴
れ
の
受
賞
者

長
岡
市
表
彰
式
は
11
月
3
日
_
、
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

受
賞
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
長
岡
市
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
次
の
方
々
と
団
体
で
す
（
敬
称
略
）。

期
日�

11／17�
g

13:30�
�

16:30

～
� 時

　
間�

内
　
　
　
容�

長
岡
市
の
概
要�

25�
a

10:00�
�

16:30

～
�

悠
久
山
、郷
土
史
料
館
、�

県
立
歴
史
博
物
館�

12／1�
g

13:30�
�

16:30

～
�

戊
辰
戦
争
と
人
間
模
様�

8�
g

13:30�
�

16:30

～
�

長
岡
市
が
輩
出
し
た
人�

物�

15�
g

13:30�
�

19:30

～
�

長
岡
の
食
文
化
、特
産
、�

郷
土
料
理�


